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Ͳんな企業も࠷ॳは中小企業やϕンνϟーであった。ϗンμやιχー、日ཱなͲ、日本のઓ

後෮ڵを͑ࢧた企業は、ըظ的なイϊϕーγϣンを生みग़し、日本ࡁܦのߴ度੒௕をݗҾした。

Γ、現在もຫ৺することないようだ。こ࢒に直面しながら、多くの企業が生きػة度となくز

れらの企業の共通఺はԿか。૊৫にはੑ׳が働き、現ঢ়ҡ持のϕΫトϧが働くが、ͦ れに߅い、

ࣗ૊৫を変ֵし続けてきたことにある。h 失ഊの本࣭ （ɦ共ஶ、中公文ݿ）では、աڈの੒ޭମ

代を௒͑てあらΏ࣌、らͣݶ事૊৫に܉。をࣔした܇にա৒ద応することをආけよという教ݧ

る૊৫（ݸ人も）の໰題としてىこΓうることは、たͼたͼੈؒを૽がせるσータ改᜵、不正

ӅณなͲ企業の不঵事を見ても໌らかだ。

　不঵事をىこした企業は࣌代ޡࡨのܦӦを行っているわけではなく、ΉしΖ、࠷新のચ࿅さ

れたܦӦγεςϜを導入しӡ用している。しかし、ܦӦπーϧを用いた分析、ܭը、౷制がա

৒になΓ、目的化してしまう本຤స౗がىこっている。πーϧが؅理するのは数஋やσータで

あΓ、҉໧的・࣭的なものはൈけམちる。この数஋化の᠘、؍٬化のམとし݀については多く

の学ऀがࠂܯしているとおΓだ。Մࢹ化や定ྔ؅理をա度に現場に要求すると、ϚイΫϩϚω

ジϝントや୹ظ的・಺޲き・ಠળߟࢥにؕΓ、現場のػಈ力が્֐される。લྫや׳習が༏ઌ

され、セΫγϣφϦζϜがຮԆし、失ഊをڪれ௅ઓすることがなくなってしまう。૊৫の活力

は失われ、イϊϕーγϣンによるࣗݾ変ֵのػӡは生まれにくくなる。

変化に応じてともに৫ΓなすӦҝでڥ؀、かう人ʑが޲Ӧとは、ະདྷをつくるՁ஋૑଄にܦ　

あΓ、集߹的な「生きํ」が౤Өされる。զʑの知識૑଄理論は、҉໧知とܗ式知の૬ޓ変׵

による૊৫的イϊϕーγϣンϓϩセεを௥究するಈଶ理論である。知のݯઘは、҉໧知だ。ණ

式知もॆܗる҉໧知が๛かでなければ、ਫ面上の͑ࢧϞσϧでઆ໌されるように、ਫ面Լでࢁ

実することはない。ܗ式知ภॏのϚωジϝントでは、ҙຯや࣭を໰うことはできͣ、人ؒが本

དྷ༗している「野ੑ」や૑଄ੑをྼ化させる。҉໧知を๛かにするためには、直઀ݧܦの࣭ྔ

を上͛るしかない。ͦれは、਎ମを持たないA*には不Մ能である。

Ӧ活ಈではさま͟まなໃ६に日ʑ直面するが、Ұ見૬൓するように見͑るೋ項は実は連続ܦ　

ମである。表૚的に෺事をとら͑、「あれか、これか」でͲちらかҰํを҆қにબ୒するೋ項

ೋ߲ಈଶܦӦ
ʔେٛʹ͍͔޲໺ੑతʹ࣮ફ͢Δ
ώϡʔϚφΠδϯάɾετϥςδʔʔ

野 中 Ү ࣍ ࿠

（ 　　　  　　　  ）中小企業大学ߍલ૯௕
Ұ 橋 大 学 名 誉 教 授
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対ཱでは新しいՁ஋を૑଄できない。「あれもこれも」と両極୺のೋ項の҉໧知もؚめ、異࣭

ੑと共通ੑに޲き߹うと、ೋ項のせめ͗あいから生じるۓ、౻׉ுや׉౻に೰みۤしΉ。しかし、

ͦのϓϩセεをやΓൈけば新たな஍ฏを見ग़すセϨンσΟϐςΟに౸ୡできるのだ。これは「ೋ

項ಈଶ」によるࣗݾ変ֵ・ࣗݾ௒ӽである。ೋ項ಈଶܦӦは、いかなる࣌代においても、新し

いՁ஋を集߹的に૑଄しながら生き࢒っていくܦӦの「生きํ」をࣔす。ҎԼ、ೋ項ಈଶܦӦ

の要ఘをࣔしたい。

　まͣ、共通ળを掲͛ることで、ະདྷに޲かって、ೋ項ಈଶによるイϊϕーγϣンをཐટঢ়に

ແݶにۦಈできる。རݾを௒͑た共通ળは、૊৫やεςーΫϗϧμーを಺発的にಈͮػけ、ҙ

ຯやՁ஋΁の共感でつながったݻڧな関ੑ܎をߏஙする。また、ύーύε（存在目的）はઈ͑

。さないڐしく存在Ձ஋を໰うので、現ঢ়にຬ足することをݫͣ

　ೋ項ಈଶのج൫は、直઀ݧܦを通じて֫ಘした҉໧知をଞऀと共༗する「共感」と「対࿩」

にある。ݸ人の知を૊৫の知΁と変׵するഔମとなるのは、ೕࣇが฼਌とҰ৺同ମであるよう

に、ଞऀに全਎全ྶで੒Γきる「共感関܎」である。共感関܎をഔհに、཰直な対࿩を行う

知的ίンόοトをܦて、新しいイϊϕーγϣンのछとなるίンセϓトが生まれる。役৬、૊৫、

ཱ場を௒͑て、֤ ʑが持っている҉໧知のԞఈにあるࢥいを言༿にしてͿつけ߹い、૬ޓに「こ

うとしか言͑ない」という「われわれのओ؍」を生੒するのである。京セϥのίンύ、ϗンμ

のϫイΨϠ、セϒン・イϨϒンのνーϜ.%なͲは知的ίンόοトの場である。集うϝンόーは

異࣭で多༷である΄うが、׉౻やিಥが生じ、ৗ識を௒͑る新しい௓Ϳ発૝が生まれやすい。

　また、ҙຯをޠる「φϥςΟϒ（෺ޠΓ）」は、ࡢ今、数஋化・ه号化がਐΉઓུを人ؒに

औΓ໭すことができる（「ώϡーϚφイジンά・εトϥςジー」）。事実やσータをཏྻするઓུは、

ओ؍にૌ͑ͣ行ಈをݺͼىこさない。ҼՌやҙຯをޠるφϥςΟϒは、ଞऀやঢ়گと૬࡞ޓ用

しながら、文຺に応じて共૑していくΦーϓンΤンドのμイφϛοΫ・ϓϩセεであΓ、૝定

外のঢ়گに対応できる૑଄的ϓϩセεである。

　この100年でՊ学技術は大きくਐาし企業のܦӦ活ಈも༷変わΓした。しかし、ܦӦが人ؒ

によるӦҝであることに依વ変わΓはない。共通ળを֚ܗ化させないため、理૝ओٛ的ϓϥά

ϚςΟζϜを実ફしなければならない。ͦのためには、全員ܦӦによってҰ人ͻとΓのજ在能

力をղ์し、ࣗ཯分ࢄ的に知を৮発し、૯݁集するのである。トοϓがࣔす理૝とϑϩントが

直面する現場・現෺・現実のໃ६をϛドϧアοϓμ΢ンによるೋ項ಈଶで૰߹する。現実に、

ઈ対的な正ղはない。ະདྷは૝定外の連続であΓ、Ұൠ的なݪ理ݪଇにཔるのではなく、ಈく

現実の中で「ًかしい失ഊ」を঑ྭし、ࢼ行ޡࡨしながらલਐし、ͦ の都度の࠷ળ（よΓળい）

をແݶに目ࢦし続けるのである。人ؒらしいઓུを෺ޠΓ、共通ળに޲かう産官学ຽのεΫϥ

Ϝを૊み、野ੑ的に実ફするೋ項ಈଶܦӦでしͿとくࣗݾ変ֵし続けていけるか、これからが

ͦの正೦場である。
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中小企業の人手不足໰題は、人口のྸߴ化とए年ऀのߴ学ྺ化というߏ଄的要Ҽによって
もたらされたଆ面が大きい。ͦのため外国人雇用ऀを労働力としてண目するようになった。
2023年࣌఺で外国人ब業ऀ数は204.9ສ人、日本のब業ऀ数の3�にୡした。

中小企業の外国人雇用཰を見ると、全国的にはおよͦ2割ऑである。もっとも஍Ҭࠩが大
きく、੩Ԭݝのようにैདྷからの外国人集ॅ஍区ではこれよΓも多く、ඇ集ॅ஍区の日本ւ
ଆでは少ない。また外国人労働ऀには在留資格によって労働ࢢ場が異なΓ、஍ํݍの中小企
業では技能実習生΁の依存度がߴく、日系人は東ւ・ۙـの੡଄大企業に集中している。

労働力不足は技能実習生がब労する現場労働だけではなく、ۙ年は専門的技術的分野の在
留資格「技術・人文知識・国際業務（通শは技人国）」のอ持ऀにもٴんでいる。現場の௿
ख़࿅࡞業については、これまで技能実習๏の੒ཱ（2016年）、特定技能制度のઃཱ（2018年）
で対応してきたܦҢがあΓ、外国人労働力֬อによってۙ年はॆ足཰がߴまっている。Ұํ、
中小企業では中ݎ技術ऀが不足している。੡଄業の中小企業、特に஍ํݍの場߹は日本人の
用できない。さらにもうҰつ、企業が技人国の外国人を求め࠾専ଔがߴଔあるいはߍߴ業޻
る理由がある。ͦれは、技人国の外国人雇用ऀの場߹は技能実習生とൺֱして୹ظに在留ڐ
ՄऔಘがՄ能であΓ、݁Ռとして技人国の外国人は技能実習生よΓ多少は௞ۚがߴくても、
トータϧにみて࠾用と雇用のίεトはߴくはないと൑அされることが多いからだ。

中小企業は技人国の外国人雇用ऀのݯڅڙとして࠾用ܦඅのかかるւ外直઀࠾用よΓもݩ
留学生に注目している。これまで留学生は௞ۚのߴい大企業や都会のۈ務஍をબ޷してきた。
しかし、留学生にϕトφϜ、ωύーϧなͲのඇݍࣈ׽のग़਎ऀが૿͑、また専म学ߍଔ業ऀ
が日本でब৬するに際して、技人国΁の在留資格変ߋがՄ能となったので、஍ํݍの中小企
業でも技人国の外国人雇用が޿がΓつつある。中小企業の人手不足のղফ策として、技人国
の在留資格を持つ外国人をいかに雇用し、活用していくかが今後の課題となΖう。

上 林 ઍ ܙ ࢠ

（ 　　　  　　　  ）๏ 政 大 学
名 誉 教 授

中小企業ʹ͓ Δ͚֎ࠃਓޏ༻ऀのχʔζͱ՝୊
ʙઐ໳తٕज़త෼໺の֎ࠃਓޏ༻ऀΛ中৺ʹ

論 文
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中小企業の人手不足໰題は、૎ると1960年

代のߴ度੒௕ظから΄とんͲ൒ੈلにもわたっ

てҰ؏してࢦఠされ続けている。2024年の現

ஈ階で目新しいことは、中小企業の人手不足໰

題が改めて外国人労働ऀの導入、雇用とからめ

て͑ߟられるようになったことだ。実は1993年

に։࢝された外国人技能実習制度も、制度झࢫ

はۙྡॾ国΁の技能Ҡసだが、ͦの実ଶは労

働力֬อ、特に中小企業の人手不足ղফの目

的を持っていたこと、ͦのため制度目的と実ଶ

とのဃ཭が存在したことは多ʑࢦఠされてき

た。

これまでͦのဃ཭をຒめる΂く制度૑ઃҎ

དྷ、Կ度かग़入国؅理ٴͼ೉ຽ認定๏（ҎԼ、

入؅๏と省ུ）が改正されてきた。ͦの極め෇

きの改正が2024年の国会に提ग़予定の入؅๏

と技能実習๏の改正Ҋである。ここでは失᪨や

人ݖ৵֐なͲの໰題が多い技能実習制度がഇ

され、代わって新たに「ҭ੒ब労制度」が૑ࢭ

ઃされる。2年ないしは3年後の2026d2027年

から実ࢪ予定である。

本ߘではこうした日本社会の࣌事的なಈきを

എܠとして、中小企業の人手不足の಺容のうち、

専門的技術的分野の外国人の不足にςーϚを

度外国人材、外国人社員なߴΓたい。൴らはߜ

Ͳと表現されるϗϫイトΧϥーで、在留資格は

「技術・人文知識・国際業務」（ུশは技人国）

に分ྨされる外国人雇用ऀである。これまでච

ऀをؚめて中小企業の労働力不足は、技能実

習生に代表される௿ख़࿅৬छを対৅に研究さ

れてきた。しかしۙ年はߴ度外国人材、いわΏ

る技人国の外国人雇用ऀの不足もݦஶとなって

いる。௿ख़࿅৬छの技能実習生の໰題は、ͦ

の労働৚件や人ݖແࢹのঢ়ଶについて「ҭ੒

ब労制度」に変ߋされても࢒されるであΖう。

なͥなら௿ख़࿅労働ऀ受け入れについては、Ͳ

̍ �ɹ͸͡Ίʹ
̎ �ɹ中小企業のਓखෆ଍໰୊
2��ɹߏ଄తཁҼʹΑΔਓखෆ଍

2�2ɹ೔ຊࣾձの֎ࠃਓޏ༻࣮ଶ

̏ �ɹ֎ࠃਓΛޏ༻͍ͯ͠Δ中小企業のׂ߹ͱ
ɹɹ��ಛ௃
���ɹ೔ຊ੓ۚࡦ༥ެݿの調査

��2ɹ੩Ԭݝ調査

���ɹग़Ӣࢢ調査

̐ �ɹઐ໳తٕज़త෼໺の֎ࠃਓ࿑ಇྗ΁のχ�
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のઌਐॾ国でも೰ましい໰題としてѻわれてい

るからだ。こうした఺はいͣれଞのػ会に৮れ

るとして、本ߘでは中小企業の技人国の外国人

雇用ऀの不足についてݕ౼する。

̎ �ɹ中小企業のਓखෆ଍໰୊

2��ɹߏ଄తཁҼʹΑΔਓखෆ଍

人手不足໰題は、୹ظ的にはؾܠ変ಈにࠨ

ӈされظگ޷には不足、不ظگにはա৒と൑அ

されるが、௕ظ的には人口のྸߴ化、とΓわけ

ए年労働ऀの減少によってもたらされる。した

がって今しばらくզຫをすれば人手が֬อでき

るようになるというྨの໰題ではない。こうし

た௕ظ的な人口ಈଶのӨڹだけでなく、社会全

ମの生活ਫ४が޲上していくと、ੲは大変な࢓

事についていることでଚܟを受けていた৬छ

が、Ωπイ、Ԛい、ݥةという̏ ,৬छに分ྨ

されてए年ऀがब労しなくなってきた。

この޲܏は生活が๛かなઌਐ国に共通にみ

られ、චऀは2008年の0E$%ʰ国際Ҡॅల๬

（*nternBtJonBM .JHrBtJon 0VtMook）ɦ を࢖用し

てࢦఠした。すなわち、0E$%ॾ国中、アϝϦΧ、

ドイπ、ε΢ΣーσンなͲでは労働力全ମは社

会のߴ学ྺ化を൓өして௿学ྺऀ（ٛ務教ҭ

मྃऀ）の割߹が௿いが、少数の௿学ྺऀは

外国生まれの人のൺ཰がߴく、௿ख़࿅労働はҠ

ຽに依存している。またೆԤॾ国ではߴ学ྺ化

はઌのάϧーϓ΄Ͳではないが、ए年ऀ΄Ͳߴ

学ྺ化して、௿学ྺ外国人労働ऀが૿大して

いた（上林、2015ɿ222�225）。݁論は、Ԥถઌ

ਐॾ国では社会が๛かになΓ、ߴ学ྺ化がਐ

లする΄Ͳ௿ख़࿅৬छでは人手不足にؕΓ、外

1　 h 日本ࡁܦ新ฉʱ2024年4月7日ேץ、「働き手ʰ予උ܉ʱ൒減」

国人労働ऀに依存していたのだった。日本社会

も2021年にはطにߴଔऀの൒数が4年制大学

にਐ学しておΓ、൴らがকདྷの事業ओではなく、

生֔を雇用ऀとして生きることをલ提にしてϒ

ϧーΧϥー৬छ΁ब৬するՄ能ੑは௿くなって

きた。

生活ਫ४の޲上によるߴ学ྺ化によってϒϧ

ーΧϥー৬छ΁の求৬ऀ数が減少するだけでな

く、ए年人口の減少という日本の人口ߏ଄と、

日本の産業ߏ଄の変化という社会ߏ଄をܗ੒

するॏ要な両ऀの؍఺からも、中小企業の人手

不足ߏ଄はղফが೉しい。ؾܠ変ಈに൐う޷

、の૿産・業務ྔの૿大に൐う不足ならばظگ

不࣌ؾܠには人༨Γのঢ়ଶになるが、ߏ଄変化

は当面はܧ続するものであるから、௕ظ的には

不足はղফしないとࢥわれる。

もちΖん人口ߏ଄のྸߴ化が直઀的に労働

力不足をもたらすわけではない。これまでにも

不足をิう΂くऀྸߴとঁੑの雇用をଅਐする

政策はとられてきた。ྫ͑ば1980年代までは

ྸߴ定年がओྲྀであったが、2021年にはࡀ55

ऀ雇用҆定๏の改正によって65d70ࡀまでの

ब業ػ会֬อが౒力ٛ務となった。ঁੑにつ

いてもύートタイϜ労働ऀのอޢと௞上͛、ϫ

ーΫ・ϥイϑ・όϥンεの実現が目ࢦされてきた。

ͦの݁Ռ、生産年ྸ人口はϐーΫ࣌の1995年

から2023年まで15�減少したが、ब業ऀ数は

20年ؒで໿400ສ人૿͑、݁ Ռとして働き手「予

උ܉」は2023年に411ສ人に減少したという
1

。

しかしこうした政策的౒力をもってしても、人

手不足はղܾできなかった。

人手不足のߏ଄的要Ҽについて、日本政策
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ۚ༥公ݿ૯߹研究所が࢛൒ظごとに実ࢪして

いる「全国中小企業ಈ޲調査」の௕ظσータの

分析݁Ռが分かΓやすくઆ໌している（小਑、

2022）。この分析では、1981年から2022年まで

の調査の中から「ܦӦ上の໰題఺」に回答した

調査対৅企業のうち、「求人೉」という項目に

ண目した。ͦして求人೉と回答した企業の割߹

とگܠ感との૬関はঃʑにऑまっていること、

すなわち、人手不足はചΓ上͛の૿減やؾܠの

変ಈにかかわらͣ、事業をܧ続するう͑でආけ

て通れない課題となっていることをࢦఠした。

ίϩφՒで中小企業の業گが大෯にѱ化して

も、大がかΓな人員੔理までには౿み੾らなか

った企業が多かったという。

2008年d2009年のੈքۚ༥ػةの際には多

くの企業で人員੔理が行われた。特にࣗಈं産

業では日ۜ「全国企業୹؍ࡁܦظଌ調査（୹

の雇用人員൑அ%*ではա৒と൑அした企「（؍

業が多かった。しかし2020年Ҏ߱のίϩφՒ

では॓ധ・ҿ৯業なͲのҰ෦業छをআき、この

雇用人員൑அ%*では依વとして人員不足とす

る企業が多かったのである。

このように日本企業全ମで、とΓわけ中小企

業で人手不足がܧ続しているঢ়گԼで、Ұつ

のղܾํ๏が外国人雇用ऀ（現場࡞業ऀとϗ

ϫイトΧϥーの両ऀをؚΉ）の雇用である。ͦ

こで࣍に現在の外国人雇用の実ଶをみておく。

2�2ɹ೔ຊࣾձの֎ࠃਓޏ༻࣮ଶ

日本社会の外国人雇用ऀは、ϒϧーΧϥー৬

छ、ϗϫイトΧϥー৬छの૒ํでண実に૿Ճし

ている。2023年10月຤の厚生労働省調査「外

国人雇用ঢ়گのಧग़ঢ়گใࠂ」（ҎԼ、「外国

人雇用ঢ়گใࠂ」とする）では、૯数が204.9

ສ人と2008年の調査։࢝Ҏ߱、ίϩφՒでも

Ұ؏して૿Ճしている。2020d2021年にίϩφ

Ւで技能実習生の受け入れが中ࢭされても在

留資格「技人国」のब業ऀが૿Ճしたので、

対લ年૿Ճ཰が減少したにす͗なかった。2023

年࣌఺での外国人雇用ऀ૯数は、日本人をؚ

めたब業ऀ૯数の3.0ˋにୡしている。「外国人

雇用ঢ়گใࠂ」は外国人を雇用ऀとする事業

所に対する全数調査でಧけग़が๏཯でٛ務化

されておΓ、留学生なͲのඇ正ن雇用ऀもؚま

れる。ؚまれていない人は、ब労資格を持たͣ

にब労している不๏ब労ऀのみだ。調査։࢝

఺の2008年の外国人労働ऀ૯数が48.6ສ࣌

人、現在はͦの4ഒڧの人数となっている。

表�は、ͦ の在留資格ผの人数と割߹である。

਎分にͮجく在留資格は日系人とͦのՈ଒であ

Γ、ब労制ݶがない。日系3ੈまでは定ॅऀϏ

βで入国できるが、日系4ੈがब労資格をಘる

ための制度上のোนがߴく、日本がকདྷ受け入

れるための労働ऀのݯڅڙとしてはઌࡉΓであ

る。また೿ݣ労働ऀとして人材೿ݣ業に雇用さ

れる割߹がߴく、日系人の労働力Ҡಈはසൟで

あΓ、中小企業に定ணする人は少ないようだ。

日系人の഑ऀۮがύートタイϚʕとして働く場

߹は、労働৚件も定ண޲ࢤも日本人ঁੑと変わ

Γなく、෉のۈ務஍のۙくで৬を見つけること

が多い。

留学生は୹ظアϧόイトとしての雇用が中৺

であΓ、ͦれは日本の学生と同じである。ただ

し留学生の場߹は、アϧόイトができるのはݪ

ଇि28ؒ࣌までであΓ、Նٳみやౙٳみの௕

まで働くことが認めらؒ࣌中のみ1日8ؒظظ
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れている。留学生がこの制ݶを௒͑て働かない

ように入؅当ہは日本ޠ学ߍ、専門学ߍや大学

でのग़੮ঢ়گをνΣοΫすることがある。また

留学生ࣗ਎もアϧόイトをલ提の資ۚܭըを持

ってདྷ日しているので、アϧόイトઌが֬อで

きない஍ํの日本ޠ学ߍ、専門学ߍでは留学生

をલ提にした学ܦߍӦはࠔ೉であΓ、労働力と

しての留学生にظ待できる企業は都会が中৺で

ある。

このように在留資格にن定される外国人雇用

ऀを見ると、஍ํでૢ業する中小企業が雇用で

きる外国人労働力はݶ定的である。੡଄・ݐઃ・

೶林ړ業を中৺に現場࡞業を๊͑る中小企業

の外国人労働ݯڅڙは技能実習生しかいない

ことになΖう。またϗϫイトΧϥー৬छでは技

人国の在留資格อ持ऀが雇用をظ待しうる外

国人である。

また注目す΂き1つの఺は、専門的・技術的

分野の在留資格に分ྨされている在留資格「特

定技能」である。特定技能制度は2019年から

։࢝された制度で、専門的・技術的分野で΄と

んͲ།ҰのϒϧーΧϥー৬छである。在留資格

「特定技能」をऔಘするには、技能実習をमྃ

して技能実習をݧܦした同Ұ৬छの技能ݧࢼ・

日本ݧࢼޠの૒ํに߹格するか、あるいは技能

実習をݧܦせͣに、৬छごとに国಺・国外で実

の૒ํに߹格ݧࢼޠ日本・ݧࢼされる技能ࢪ

することが要件となっている。在留資格の中に

ॳめてख़࿅৬छのΧςΰϦーを૊み入れたこと

は注目に஋する。表�では΄΅14ສ人となって

いるが、入؅ிによる23年12月຤࣌఺での人

数は20.8ສ人と૿ٸしている。特定技能ऀは日

本人と同౳の技能を持つ༗資格ऀとして在留

資格上は分ྨされるので、日本人と同౳の௞ۚ

෷いが求められている。特定技能ऀが今後ࢧ

૿Ճすることは໌らかであΓ、൴らの雇用の҆

定と生活อোのඞ要ੑから、特定技能ऀ΁の

労働৚件νΣοΫがొ࿥ࢧԉஂମや൴らを雇

用する人材೿ݣ会社を通じて公的ػ関から求

められることが予૝される。

表�およͼ表�は、2017d2023年の外国人雇

用事業所数をن໛ผにみた݁Ռである。事業

所ن໛では30人ະຬが6割を઎めている。これ

を見るݶΓ、外国人雇用はओとして小ྵࡉ事業

ද�ɹ֨ࢿཹࡏผ֎ࠃਓ࿑ಇऀのׂ߹

ग़所ɿ厚生労働省「外国人雇用ঢ়گใࠂ」2023年10月຤࣌఺
注1）専門的・技術的分野の在留資格には、教授、ܳ術、फ教、ใಓ、ߴ度専門৬1号、2号、ܦӦ・؅理、企業಺సۈなͲがؚまれる。　

2019年に新ઃされた「特定技能」はこの分野に分ྨされ、技能実習मྃऀ（༏ྑな੒੷をऩめたことを৚件とする）からの在留資格
変ऀߋとなる。ᶃのこの分野にख़࿅技能のϨϕϧを持つϒϧーΧϥー৬छがॳめて૊み入れられたことに注ҙ。ैདྷの「技能」は外
国ྉ理の調理ࢣなͲであΓ৬छが極めてݶ定されていた。

注2）外ަ官のՈ事࢖用人、ϫーΩンά・ϗϦσー、E14にͮجく外国人ࢣޢ؃・հޢ෱ऀิީ࢜ࢱなͲ。

②特定活動
（注2）

③技能実習

計

うち技
術・人文
知識・国
際業務

うち特定技能 計 うち留学 計 うち永住者 うち定住者

595,904 366,168 138,518 71,676 412,501 352,581 273,777 615,934 371,296 125,585
(29.1%) (17.9%) (6.8%) (3.5%) (20.1%) (17.2%) (13.4%) (30.1%) (18.1%) (6.1%)

⑤身分に基づく在留資格 

2,048,675

全在留
資格計

①専門的・技術的分野の在留資格
（注1）

④資格外活動
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所で行われていること、また表�で見るように

30人ະຬن໛の઎める割߹が少しͣつではあ

るがߴまっていることをࢦఠできよう。

とこΖで߹๏的な外国人労働力の受け入れ

政策、ٛ޿のҠຽ政策はͲの国でも国Ոの専؅

事項であΓ、外国人労働ऀ受け入れは、国Ոの

ܾ定を待ってॳめて։࢝される。日本の場߹も、

中小企業はますます外国人労働力に依存するよ

うになった݁Ռ、政෎の外国人労働ऀ受け入れ

政策のӨڹԼにஔかれる度߹いがڧまったので

はなかΖうか。Ұ面から見れば、2016年に技

能実習๏が੒ཱし、外国人技能実習制度のಁ

໌ੑと৴པੑがߴまったこと、また2018年の

特定技能制度の੒ཱによΓ外国人・ख़࿅労働

ऀ֬อ΁のಓےがついたこと、なͲ外国人労働

ऀ受け入れ制度が੔උされてきたことによΓ、

ैલにൺしてൣ޿に外国人を雇用するػ会が

中小企業に։かれた。

しかしଞํ、൴らを雇用する企業のཱ場から

見ると、ࣗ社の労働力֬อ対策が、国ՈのҠຽ

政策ͦのものにࠨӈされるようになってきたと

も言͑よう。「಺なる国際化」とҎલに名ͮけ

られた事ଶであΓ、特ஈのւ外ਐग़をࢤさなく

ても、これまでにૢ業していた場所に、੡଄඼

目もサーϏε಺容も同じままւ外ग़਎ऀが働き

にདྷているという事ଶになったのである。

Ҏ上が日本社会の外国人労働ऀの雇用実ଶ

であるが、࣍に中小企業のଆから見た外国人雇

用についてݕ౼したい。

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023
事業所総数 194,595 216,348 242,608 267,243 285,080 298,790 318,775
30人未満 111,847 127,226 145,000 161,429 174,214 183,551 197,256
30～99人 36,284 40,096 44,384 48,499 50,891 52,737 55,504
100～499人 23,360 25,321 27,530 28,917 30,288 31,208 32,336
500人以上 7,949 8,546 9,098 9,374 9,546 9,787 10,011
不明 15,155 15,159 16,596 19,024 20,141 21,507 23,668

ද2ɹن໛ผʹࠃ֎ͨݟਓࣄ༺ޏ業ॴ਺のਪҠ

ग़所ɿ表�資ྉの֤年൛。

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023
59.8 60.4 61.1 61.4 61.9
18.3 18.1 17.9 17.7 17.4
11.3 10.8 10.6 10.4 10.1
3.8 3.5 3.3 3.3 3.1
6.8 7.1 7.1 7.2 7.4

30人未満
30～99人
100～499人
500人以上
不明

57.5
18.6
12.0
4.1
7.8

58.8
18.5
11.7
4.0
7.0

ද�ɹ֎ࠃਓࣄ༺ޏ業ॴのن໛ผߏ੒ൺのਪҠ

ग़所ɿ表�資ྉの֤年൛よΓචऀ࡞੒。
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̏ �ɹ֎ࠃਓΛޏ༻͍ͯ͠Δ中小企業の
ɹɹ�ׂ߹ͱಛ௃

���ɹ೔ຊ੓ۚࡦ༥ެݿの調査

外国人を雇用している企業の中৺は中小企

業であるにも関わらͣ、中小企業を対৅とした

外国人雇用の調査はҙ外に少ない。ͦれはઌに

もॻいたように外国人雇用ऀのब業ऀに઎める

ൺ཰がまだ3�にա͗ないので、調査ςーϚと

してॏ要ࢹされてこなかったことと、また中小

企業の場߹、業छ・஍Ҭ・ݸผ企業によってܦ

Ӧ実ଶが多༷で、したがってܦӦ課題も多༷と

なら͟るをಘͣ、外国人雇用の؍఺にߜっての

調査が実現し೉かったことによるであΖう。

ʰ中小企業നॻ2023ʱでは、中小企業が人材

֬อのためにͲのようなํ策にऔΓ૊んだかを

日本政策ۚ༥公ݿ૯߹研究所の「全国中小企業

ಈ޲調査・中小企業編」の݁Ռから੔理してҾ

用してある。図�がͦの݁Ռである。൒数લ後

の企業が、「څ༩ਫ४のҾき上͛」「௕ؒ࣌労働

のੋ正」なͲج本的な労働৚件の޲上にऔΓ૊

んでいる。こうしたํ策の中で、「外国人ै業員

の֬อ」という項目も18.9ˋを઎め、今や人材

֬อのためのҰつのऔΓ૊みとして外国人雇用

がҐஔ෇けられ࢝めていることがࣔされている。

中小企業の外国人雇用にয఺を当てた調査

ਤ�ɹ中小企業のਓ֬ࡐอのͨΊのํࡦ

資ྉɿ（株）日本政策ۚ༥公ݿ૯߹研究所「全国中小企業ಈ޲調査・中小企業編」 （2022年 1 � 3月ظ෇ଳ調査）
（注）　ෳ数回答のため、߹ܭはඞͣしも100ˋにはならない。
Ҿ用ɿ中小企業ி編ʰ中小企業നॻ2023ʱpp.ᶗ�29
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18.9%

25.8%

26.0%

31.3%

34.5%

46.7%

63.6%

(n=4,808)
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は表�に੔理した。調査ᶃは、同じく日本政策

ۚ༥公ݿが2016年に実ࢪしたもので、調査対

৅企業の13.3ˋが外国人を雇用し、業छผでは

ҿ৯ళ・॓ധ業（25.5ˋ）と੡଄業（24.3ˋ）

の外国人雇用ൺ཰がߴい。中小企業の外国人

雇用は技能実習生に代表されるように現場࡞業

にै事する௿௞ۚの外国人労働ऀをイϝージす

る人が多い。この調査ではこうしたҰൠ的なイ

ϝージと異なって、調査対৅企業で雇用する外

国人ै業員の44.5ˋが大ଔҎ上のߴ学ྺऀで

あることを調査から໌らかにしたことであΖう。

また外国人雇用企業はඇ雇用企業とൺֱして

業੷のྑい企業が多く、不足する人員ิॆのた

めに外国人を雇用しておΓ、「外国人ならでは

の能力」（23.3ˋ）よΓも「日本人だけでは人手

が足Γないから」（28.8ˋ）を外国人の雇用理

由とする企業が多くみられた。中小企業の人手

不足は、ैདྷの現場࡞業だけではなく、ϗϫイ

トΧϥー৬छでも外国人大ଔऀを日本人の代ସ

として雇用する΄Ͳにਂࠁとなってきたことが

わかる。

この調査݁Ռをまとめた஛಺ӳೋは、日本人

と外国人労働ऀとのڝ߹については「雇用ػ会

において日本人と外国人とがڝ߹するのは୯७

労働ではなく、知識集໿ܕや技術集໿ܕの࢓

事であるかもしれない」という。ͦの理由は能

力・人෺本Ґで࠾用したら外国人だけだった、

という企業が18.2ˋもあΓ、また外国人雇用企

業とඇ雇用企業とを໰わͣ、調査対৅企業は国

੶本ҐよΓも人෺本Ґの࠾用を目ࢦしていたか

らであるという（஛಺、2017ɿ38）。

人手不足がਂࠁな中小企業にとっては、外

国人かͲうかという൑அج४よΓも、ࣗ分の企

業にとって役にཱつ労働力か൱かという൑அج

४が༏ઌされている。またΤεχγςΟ研究の

ཱ場から外国人ॅຽの研究を行っている研究

ऀも、ͦのཱ٭఺がΤεχγςΟ（ຽ଒の文化

ද4ɹ֎ࠃਓΛޏ༻͢Δ中小企業のׂ߹

注1） 調査・集ܭ委ୗઌの（ʵࡒ）੩Ԭࡁܦ研究所が定ྫ調査ઌϦεトとして༗するݝ಺事業所

番号 調査名 調査主体 調査対象 調査時点 回答事業所数 雇用企業
の割合

① 外国人材の活用に
関するアンケート

日本政策金融公庫
総合研究所

公庫国民生活事業
及び中小事業の融
資先法人15,970社

2016年8~9月 3,942社 13.3%

② 静岡県外国人労働
者実態調査

静岡県 県内3,000事業所
　注１）

2019年8月 1,695事業所 27.8%

③ 出雲市中小・小規
模企業状況調査

島根県出雲市 市内中小・小規模
事業6,822事業所

2022年4月 1,819事業所 5.4%

൪号 ग़所
ᶃ 日本政策ۚ༥公ݿ૯߹研究所編ʰ中小企業の੒௕を͑ࢧる外国人労働ऀʱ同༑館、2017年
ᶄ ੩Ԭݝ฻らし・ڥ؀෦多文化共生課ʰ੩Ԭݝ外国人労働ऀ実ଶ調査」2019年10月
ᶅ ग़Ӣࢢʰ第2ظग़Ӣࢢ中小企業・小ن໛企業ৼܭڵըʱ2023年3月,pp.3�36
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的ࠩ異）にあるので、外国人労働ऀを労働力Ұ

ൠとしてଊ͑るよΓも、ͦの文化的特ੑと国੶

に注目する。あるҙຯでは൴らを雇用する企業

のํが、外国人労働ऀを労働力としてීว的に

೺Ѳするࢹ఺を持っている場߹もあΖう。

��2ɹ੩Ԭݝ調査

調査ᶄは੩Ԭݝが2019年に実ࢪした調査で

ある。੩ԬݝはѪ知ࡾ、ݝॏݝとฒんで外国人

集ॅ஍区をܗ੒しておΓ、ઌの2023年「外国

人雇用ঢ়گใࠂ」では੩Ԭݝの外国人労働ऀ

数は7.5ສ人、ͦの൒数は日系人ٴͼͦの഑ۮ

ऀである。外国人雇用事業所の割߹は全ମで

27.8ˋであるが、஍Ҭผでは東෦や中෦よΓも

Ѫ知ݝに઀する੢෦の඿দ（ˋ34.7）ࢢ、൬ా

ߴஶにݦなͲで（ˋ64.3）ࢢ੢ބ、（ˋ44.0）ࢢ

くなっている。また図�で事業所ن໛ผに外国

人雇用の༗ແを見ると、ઌの表�ɼ表�の数஋

とは異なΓ、事業所ن໛が大きくなる΄Ͳ外国

人雇用ൺ཰がߴまっている。表�が日本全ମの

に代表される外国ݝとすると、図�は੩Ԭ޲܏

人集ॅ஍区の特௃と͑ࢥる。また、外国人雇用

の༗ແだけを̍かθϩかというೋऀ୒Ұで࣭໰

すれば、人数の多い大企業΄Ͳ外国人雇用ऀ

がいることは当વで、外国人雇用ऀは中小企業

にのみ雇用されている、というط੒֓೦はؒҧ

っているようにࢥわれる。日本全ମでは中小企

業の事業所数が多いので、ن໛ผにみると大

企業で雇用している֬཰がߴくなる఺に注ҙし

たい。

調査ᶄで業छผに外国人雇用事業所を見る

と、॓ധ業64.3ˋであΓ、࣍いで੡଄業46.7ˋ

27 .8

8.5

24.0
31.4

47 .8

6 1.2

7 1.8

9 1.3

7 5.8
6 8.3

52.2

37 .9

0%

10%

20%

30%

40%

50%

6 0%

7 0%

80%

9 0%

100%

総数 1~ 4人 20~ 49 人 50~ 9 9 人 100~ 29 9 人 300人以上

外国人がいる 外国人がいない 不明

0.4 1.3 0.2 0.3 0.0 0.90.4 1.3 0.2 0.3 0.0 0.9

ਤ2ɹ੩Ԭݝ調査ʹΈΔن໛ผ֎ࠃਓޏ༻企業のׂ߹

ग़所ɿ੩Ԭݝ฻らし・ڥ؀෦多文化共生課ʰ੩Ԭݝ外国人労働ऀ実ଶ調査ʱ2019年
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が続く。ब労外国人の国੶はϒϥジϧ（40.4ˋ）、

ϖϧー（5.6ˋ）であΓ、当֘஍Ҭで大ن໛੡

଄業に೿ݣ・੥ෛで雇用される外国人のब労

ঢ়گがこの調査にݦஶに൓өされている。外国

人労働ऀとҰׅΓにྨܕ化しやすいが、実際は

在留資格ごと、஍Ҭごとに異なる労働力として

֓೦化するඞ要ੑがあΖう。

���ɹग़Ӣࢢ調査

調査ᶅはౡࠜݝग़Ӣࢢの調査݁Ռで、外国

人雇用企業のൺ཰は5.4ˋと調査ᶃおよͼ調査

ᶄの݁ՌよΓもஶしく௿い。ౡࠜݝは人口減少

はまだ日本全ࢢの1つであΓ、ͦの中でग़Ӣݝ

国の࣏ࣗମでは数少ない多文化共生ϓϥンを

2016年に策定し、外国人ॅຽの定ॅ化ଅਐを

ਤっている࣏ࣗମである（上林・ࢁ口・௕୩઒、

2021）（同、2022）。ग़Ӣࢢでは大手ిࢠ෦඼

ϝーΧー A社がૢ業しておΓ、A社で੡଄੥

ෛ労働ऀとして日系ϒϥジϧ人を2000人から

3000人の人数を雇用しておΓ、ͦの݁Ռ、ग़

Ӣࢢの外国人ॅຽൺ཰はおよͦ2.8ˋ（2022年

3月࣌఺）となっている。ग़Ӣࢢでは日系人を

中৺とする外国人ॅຽの5年ؒの定ॅ཰3割の

数஋目ඪを掲͛、2019年3月຤にͦのൺ཰は

38.3ˋとなった。外国人ॅຽが定ॅ化するには

҆定した雇用ػ会が提ڙされなければならない

が、೿ݣ・੥ෛ労働ऀは3年લ後のサイΫϧで

ಈくؾܠ変ಈによって雇用がࠨӈされ、雇ࢭめ

にあった外国人労働ऀはݝ外にྲྀग़して定ॅ

化཰はҰؾにはਐまない。このようなঢ়گԼで

の5年定ॅ཰38.3ˋは、多文化共生Ϟσϧを実

現していよう。

さてこの調査ᶅは2022年のA社の在ݿա多

のظ࣌に実ࢪされた。ग़Ӣࢢの中小企業・小ن

໛企業ৼܭڵը策定のためのૅج資ྉとする

目的のためである。調査݁Ռを見ると、調査࣌

఺で外国人労働ऀを雇用している企業は5.4�

にա͗ͣ、業छผでは೶林ړ業の28.8ˋ、੡଄

業の10.5�が多い。「কདྷ的には雇用したい」

とする企業は8.3ˋであΓ、現在も今後も外国

人労働ऀを雇用する予定のない企業は86.3ˋで

あった。

外国人労働ऀの雇用では、ᶃ日系人に対す

るA社の௞ۚਫ४がߴくてଞ社ではࢧ෷い能

力がない、ᶄաڈのݧܦからؾܠ回෮と共に࠶

ͼA社の੥ෛ社員に໭る人が少なくなかった、

という2つの理由で஍ݩ中小企業での日系人に

対する雇用ҙཉはߴくない。Ұํ、技能実習生

を雇用する場߹は、本人の౉ߤඅ・日本ޠ教ҭ

අ用・受け入れ؂理ஂମとૹΓग़しஂମ΁の؅

理අなͲで雇用に൐うඅ用はਹΉが、3年ؒの

定ணは見込めるという企業൑அがなされてい

る。஍ݩの༏ྑ企業は技能実習生ならば少なく

とも人数は֬อできるので、中には、日本人の

不足を技能実習生でิおうとする企業も少しͣ

つではあるが、૿Ճしている。ࢢ಺の技能実習

生のॅຽ数はඍ૿޲܏である（ॅຽج本୆ா

によると2015年12月຤で376人、2023年຤で

421人である）。

しかし、いまだࢢ಺中小企業全ମでは技能

実習生の雇用は࢝まったばかΓであΓ、全ମと

して5.4�の௿い外国人雇用཰となっている。

この調査では同࣌に今後の事業ܧ続についても

࣭໰しているが、「現在の事業を存続する予定

はない」企業は24.9ˋであΓ、2018年調査࣌఺

よΓ5.6�૿͑ている。したがってग़Ӣࢢという
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஍Ҭ社会の中で、「言༿や生活習׳のҧい」と

いう課題を৐Γӽ͑て
2

外国人を雇用している

企業は、஍Ҭ಺でもকདྷੑを持つ中小企業と言

ってもよいだΖう。

Ҏ上、中小企業の外国人雇用について3छྨ

の調査をݕ౼した。日本社会の外国人労働ऀ

数はண実に৳௕しているが、外国人雇用の಺容

は஍Ҭによって大きなࠩ異がある事が注目され

る。東ւ஍ํのように外国人集ॅ஍区をܗ੒し

ている஍Ҭでは日系人の஍Ҭ外సग़が少ないの

で中小企業でも雇用Մ能であるが、外国人の集

ॅがみられないͦのଞの஍Ҭでは、日系人の定

ॅ化をਤるために、受け入れ࣏ࣗମも企業も多

くのࢪ策とඅ用を要することがわかる。また日

系人が΄とんͲॅډしない஍Ҭでは受け入れ労

働ऀは技能実習生が中৺となら͟るをಘͣ
3

、

受け入れඅ用には௞ۚҎ外のॾඅ用がؚまれ

るので人件අ૯ֹはߴめとなΓ、༏ྑ中小企業

にߜっての受け入れがਐんでいる。

̐ �ɹઐ໳తٕज़త෼໺の֎ࠃਓ࿑ಇྗ
ɹɹ��΁のχʔζ

4��ɹٕज़ɾਓ文஌ࣝɾࡍࠃ業຿の֎ࠃਓの�

ɹɹ�ෆ଍

Ͳのような特ੑを持つ中小企業が外国人労

働ऀを受け入れているかをアンケート調査で見

てきたが、࣍にͲのようなछྨの外国人労働ऀ

が不足しているかをݕ౼してみたい。

これまで中小企業では௿ख़࿅৬छが不足し

ていると言われてきた。֬かに、1993年に૑ઃ

された外国人技能実習制度は中小企業におけ

2　 調査ᶅでは、外国人雇用上の課題を࣭໰している。ෳ数回答で、࠷もࢦఠが多かった項目は「言༿や生活習׳のҧい」82.8ˋ、࣍いで「在留ਃ੥の手
　  続がわからない」45.2ˋ、「ॅډの֬อ」45.2ˋとなっていた。
3　 人口減少がݦஶな஍Ҭ΄Ͳ、技能実習生の雇用に依存するఔ度が大きいことは（上林、2019）で;れた。

るͦうしたϒϧーΧϥー৬छの不足をิうこと

も国際ݙߩとฒんで大きな目的であった。

しかし、中小企業の人手不足໰題全ମを؍

すると、新たに技術・人文知識・国際業務（技࡯

人国）の在留資格を持つϗϫイトΧϥー৬छも

大きく不足しているのがۙ年のঢ়ଶである。

図�はʰ中小企業നॻ2023ʱに掲載された

2022年の中小企業の人材֬อঢ়گを見た݁Ռ

である。専門的・技術分野の外国人については

技能実習生を࠾用した571社の回答企業数を上

回る1,265社が࠾用しておΓ、しかもͦの6割

ऑが不足としている。専門的・技術分野は技人

国の在留資格が中৺であΖう（2019年Ҏ߱は

ここに特定技能ऀもؚまれているが、調査࣌఺

の2022年はίϩφՒのӨڹで特定技能ऀもま

だ少数である）。

外国人留学生のब৬活ಈと企業の࠾用࣌の

ϛεϚονを調査した۝門大࢜は࣍のࢹ఺をڧ

調する。すなわち企業の留学生の࠾用目的が、

日本人にないݧܦ・εΩϧ・Ձ஋؍なͲ、外国

人ならではの能力を求める日本人社員の「ิ׬」

としての役割にあるよΓも、日本人と同༷に働

ける「代ସ」としての人材を求めているという

（۝門、2022）。ͦの理由として、۝門はσΟε

ίが2021年に外国人留学生・ߴ度外国人材の

用目的調査で、文系・理系ともに「༏लな人࠾

材を֬อするため」という回答が7割を௒͑て

いたことをあ͛た。

中小企業における技人国の外国人の不足は、

日本΁の技能実習生ૹΓग़しを業務とするւ外

のૹΓग़しػ関の変化からもうかが͑る。これ
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まで技能実習生を中৺に日本΁ૹΓग़していた

ϕトφϜのૹΓग़しػ関が、大ଔऀのૹΓग़し

にも積極的に৐Γग़したのである。ૹΓग़しػ

関の見ղはҎԼのとおΓである。

日本の中小企業のϗϫイトΧϥー৬छの不

足、とΓわけ஍ํのΤンジχア不足が見られる

ようになった。Ϗジωε上は、技能実習生の場

߹はૹΓग़し1人当たΓ1か月にҰ定ֹのૹΓ

ग़し؅理අ（8,000ԁd2ສԁఔ度）を௃ऩでき

るが、技人国の場߹は、࠷ॳの1回しか঺հྉ

を௃ऩできないのでૹΓग़しػ関のऩ入ֹۚと

してはܾしてֹߴではない。しかし技能実習生

とは異なって失᪨予๷や生活؅理の手ؒが不

要なので、人材঺հϏジωεとしてはࢫຯはあ

るということであった（2018年3月、ϕトφϜ・

ϋϊイの大手ૹΓग़しػ関からのώアϦンά）。

またϗーνーϛンࢢのଞ社では、2019年3月

఺で日本に4000人લ後の技能実習生をૹΓ࣌

ग़しているが、技人国でのૹΓग़し人数は年ؒ

50人લ後であるという。ͦれはϗーνーϛンࢢ

のҐஔするೆ෦では大ଔऀが少ないこと、また

ࣗಈं෦඼、ػց・ۚଐ業からΤンジχアの求

人はあっても、日本の技人国の在留資格はϕト

φϜの専門学ߍଔを༗資格ऀとは認めておら

ਤ�ɹ֎ࠃਓ࠾༻企業のաෆ଍ঢ়گ（2022年）

資ྉɿ（株）東京঎޻Ϧサーν「中小企業が直面するܦӦ課題に関するアンケート調査」
（注）1.「専門的・技術的分野」は、技術ऀ、研究ऀ౳のߴ度人材や特定技能౳が֘当する。

2.「資格外活ಈをڐՄされた労働ऀ」は、留学生のアϧόイト౳が֘当する。
3. 直ۙ1年ؒの人材֬อঢ়گ（外国੶）について「࠾用していない」をআいて集ܭしている。

Ҿ用ɿ図�と同じ。pp.ᶗ�27。ݩの表題は「直ۙ1年ؒの人材֬อঢ়گ（外国੶）」

過剰 適正 不足

41.0%

専門的・技術的分野

58.3%

10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%0%

(n=1,265)

69.4%

外国人技能実習生

27.8%

10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%0%

(n=571)

71.4%

資格外活動を許可された労働者

27.6%

10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%0%

(n=196)
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ͣ、୹大3年Ҏ上のྺܦがඞ要とされるからで

あるという。

ϕトφϜの技能実習生ૹΓग़しػ関にとっ

て、技人国のϕトφϜ人ૹΓग़しは、今後にల

։されうるϏジωεとしてҐஔͮけられている

ことがわかる。ͦこで࣍に、ϕトφϜから大ଔ

ऀを雇用している企業事ྫを঺հする。

4�2ɹ֎ࠃਓٕज़ऀのྫࣄ༺ޏ

4�2��ɹϋϊΠの೔ຊ݉ߍֶޠਓࡐ঺հձࣾ

ɹɹɹ�#ࣾ

#社は日本人社௕の#ࢯがϕトφϜのϋϊイ

で2005年にઃཱした会社である。ͦれҎલか

ら#ࢯはϕトφϜでϚーケςΟンά・ϝσΟア

関܎の࢓事をしていたが、日本でのϕトφϜ人

技術ऀのχーζに応͑るために日本ޠ学ߍをઃ

ཱし、ͦのଔ業生を日本にब৬させた。「日本

のできる大ଔΤンジχア」がセーϧεϙインޠ

トであった。

ै業員のうち、日本人は社௕1人であΓ、ϋ

ϊイ本社には数人の日本ޠがୡऀなϕトφϜ人

ै業員が雇用されている。ϋϊイの日本ޠ学ߍ

では、日本でのब৬がՄ能ということをセーϧ

εϙイントにして、生ెを集めている。൴らは

全員が大ଔであΓ、طにϕトφϜの大学をଔ業

してब৬しているが、よΓߴい௞ۚをՔ͙目的

で日本でのब৬を目ࢦし日本ޠをษڧしてい

る。在ߍ生はब労ऀが多いため、授業は໷ؒ

に։ߍされている。日本ޠ学習900ؒ࣌で/3

のऔಘՄ能という授業目ඪがあΓ、入学ر๬ऀ

は/3ならばब৬Մ能、/4ならば日本企業との

面઀はՄ能、日本ޠ能力が/4にٴばなくても、

#社の঺հした企業でઌഐが2d3人働いていれ

ば雇用されることもなくはない、というઆ໌を

学ߍから受けている。

生ెのϋϊイでのۈ務ઌは現஍日系企業も少

なくなく、ͦこで日本およͼ日本ޠにڵຯを持

ち、#社の学ߍに通う人もみられた。ઃཱ当ॳ

は現஍でのΤϦートߍϋϊイ޻Պ大学ग़਎ऀが

多かったが、調査࣌఺の2019年3月ではͦの

ଞの中ݎ大学ग़਎ऀも૿Ճした。またϕトφϜ

ではϗϫイトΧϥー৬छの雇用ػ会が不足して

いるので、ւ外でब労ر๬する人は多い໛༷

だ。

Ұํ、日本の࠾用企業について#ࢯが୲当し、

企業のر๬するΤンジχアの৬छ、技術Ϩϕϧ

（ग़਎大学によって૬ҧがある）をฉき、#ࣗࢯ

਎が࠾用ر๬企業の޻場見学をして面઀ީิ

ऀをܾめている。঺հするΤンジχアの能力や

దੑについては、日本ޠ学ߍ在学中の学習ଶ

度を見ているのでൺֱ的೺Ѳしやすいようだ。

日本での雇用ઌは9割Ҏ上が70 ʙ 200人ن

໛の中小企業で、Φーφー企業である。ྔ産ମ

制ではなく、Ұ඼෺を手ֻけている。日本΁は

これまで400人ૹΓग़し、ͦのうち50人はؼ国

したが、350人は日本にॅډしてࢠͲもがいる

人、持ちՈの人もग़てきたͦうだ。

中小੡଄業޲けϕトφϜ人技術ऀ、あるいは

೶Ո޲け೶業技術ऀが#社を通じて日本で৬を

ಘていることがこの事ྫでࣔされている。
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4�2�2ɹ$ࣾ（ిྗม׵૷ஔのઃܭɾ੡଄ɺ

ɹɹɹن�໛70ਓ）
4

$社は௕野ݝ上ాࢢでૢ業するن໛70人の

૷ஔのઃݯ੡඼੡଄企業で、ओとしてిػి

੡଄を行っている企業である。૑業100年・ܭ

のྺ࢙を持ち、発注企業の要求に応じて੡඼を

ઃܭ・։発し੡଄している。ै 業員70人のうち、

技術ऀは10人である。5年લの2014年当࣌は

15人いたが、日本人技術ऀのϋード෺੡଄཭

れで、޻業系の人材が࠾用できない。日本人ߴ

専ଔの技術ऀを本当は࠾用したかった。この不

足をิうために、2012年から#社を通じてϕト

φϜの޻業大学ଔ業ऀを2人࠾用した。ͦのう

ち1人がୀ৬したので、1人をิॆし、これま

でԆ΂3人雇用している。

2019年に#社をϋϊイに๚໰した理由は、2

人のϕトφϜ人技術ऀのうち、Ϧーμー格の1

人ϛンさん（Ծ名）がࢠͲもの教ҭのためにؼ

国をر๬したからである。ϛンさんは34ࡀで6

年ؒۈ務した。݁ࠗしてࢠͲも2人いるが、ࢠ

ͲものアイσンςΟςΟのཱ֬のためにはϕト

φϜでの教ҭがඞ要と൑அして$社をୀ৬する

ܾҙをした。後೚を#社からબͿために、$社

の人事୲当ऀと同行して後೚の࠾用ݧࢼと面

઀に同੮した。

Ҏ上のように$社とϛンさんの関܎はྑ޷で

あΓ、雇用関܎上のトϥϒϧでୀ৬するわけで

はない。ϕトφϜに໭っても、$社との業務上

の関܎はܧ続する見込みである。

$社の事ྫからは、技人国の外国人雇用ऀが、

日本人技術ऀの不足をิうという「代ସ」関܎

4　 2019年3月21日、ϋϊイの#社でのώアϦンά。
5　 2018年9月5日、Ԭݝࢁඒࢢ࡞でのώアϦンά。

で雇用されていることがよく理ղできよう。

4�2��ɹ%ࣾ（ࣗಈं༻ి૷෦඼੡଄ɺن໛

ɹɹɹ���ਓ）
�

%社はԬݝࢁඒࢢ࡞でૢ業するن໛65人の

ࢢ෦඼੡଄業である。ೲ入ઌ企業はඣ࿏ػి

पลにҐஔする大手ిػ੡଄業で、ͦこで੡

଄するࣗಈं෦඼のύϫーεςアϦンάに૊み

入れる෦඼を੡଄している。Ԭݝࢁの中ؒࢁ஍

というཱ஍৚件で人集めが೉しく、技能実習生

を2007年から5人雇用した。しかし2015年に

はインドωγア人உੑ5人の全員が失᪨したの

で、実習生雇用を中ࢭしたが、やはΓ人手不足

でͲうしようもなく、࠶度2017年からϕトφϜ

人ঁੑの実習生を2人雇用した。

技能実習生の৬務಺容は、ࣹग़੒ܕでग़དྷ

上がった෦඼を拡大ڸで拡大してࡉかいνΣο

Ϋをするݕ査࡞業である。΄΅1か月のࢦ導で

習ख़する。しかし技術ऀも不足しているので、

ϕトφϜ人のஉੑ2人を技術ऀとして࠾用し

た。実習生のબผج४は、దੑݕ査、面઀、

数能力は中学1ࢉ、用さでث数能力、手ઌのࢉ

年生Ϩϕϧであれば߹格としている。ϕトφϜ

人技術ऀは大ଔであΓӳޠと数学の݁ݧࢼՌ

が࠾用ج४となっている。ࣹग़੒ػܕのػցの

ػ、૊みを理ղするには大ଔऀがඞ要であΓ࢓

ցのஈऔΓସ͑、あるఔ度のے力をඞ要とする

のएいϕトࡀ22、ࡀఔは21޻なͲの׵ަܕۚ

φϜ人技術ऀが཰ઌして働いている。

%社の事ྫからは、ए年ऀが不足している஍

で中小企業の੡଄現場の中֩的な労働力ݍํ
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として技人国の外国人が雇用されているҰつの

యྫܕとみなせよう。

4��ɹٕਓࠃの֎ࠃਓ͸೔ຊਓのʮ୅ସʯ͔ʮิ

ɹɹ׬�ʯ͔

さて本અの࠷後に、ઌに؆୯に৮れた技人

国の外国人が、日本人の「代ସ」か「ิܽ」

かという໰題に৮れておこう。日本人にはない

外国人ݻ༗の能力を求めるというࢹ఺が「ิ׬」

というํ͑ߟである。中小企業でもւ外ਐग़が

ඞਢとなΓ、਌企業の求めに応じてւ外ల։を

実ࢪしている企業も少なくない。こうした日本

社会のάϩーόϧ化の中で、中小企業ࣗ਎がࣗ

社のϚωジϝントの見直しがඞ要とされてきて

おΓ、中小企業の国際化をςーϚにした研究も

ਐలしている（߂中・ࣉᖒ、2023）。

外国人雇用にݶ定しても、技能実習生の雇

用ऀ数が૿Ճするに൐い、ͦの؅理を受け入

れ؂理ஂମに೚せるだけでは不े分となΓ、技

能実習生の社಺での؅理と受け入れ事務のた

めに、技能実習生と同じ国੶の技人国の在留資

格を持つ専門的技術分野の外国人を雇用する

企業が૿Ճしている。また日本国಺における技

能実習生の雇用૿に൐って、ૹΓग़しஂମや受

け入れ؂理ஂମでब労する外国人雇用ऀも૿

Ճし、൴らの特ੑを生かした日本人と「ิ׬」

関܎にある外国人雇用ऀも૿Ճしている。લষ

3�1で঺հした調査ᶃをまとめた日本政策ۚ༥

公ݿ૯߹研究所も、「国際化΁の対応」（ิ׬）

を「人手不足対応」（代ସ）に༏ઌするཱ場を

編、2017ɿݿ調している（日本政策ۚ༥公ڧ

116�118）。

6　 2018年3月、ϋϊイの大手ૹΓग़しػ関でのώアϦンά。಺容は、ϕトφϜ人大ଔऀを日本では୯७労働ऀѻいをしているという不ຬである。

しかしۙ年の中小企業に対するώアϦンά݁

Ռを見るݶΓ、特に人口減少がஶしい஍ํݍの

中小企業を見るݶΓ、やはΓ技人国の外国人雇

用は人手不足対策の؍఺がڧい。ͦれは外国

人か൱かということを໰題ࢹするҎલに、まͣ

ࣗ社の企業存続のために働いてくれる人材がཉ

しいという੾実な要求がみられるからだ。

また技人国の外国人ならば、第̍にϏβਃ੥

が技能実習生よΓも容қでඞ要とするॻྨの数

も少なく、また第2に、ब労ڐՄも୹ؒظでԼ

Γる（΄΅1か月が多い）ので࠾用ظ࣌の見通

しもつけやすく、生産ܭըもཱてやすい。企業

の中には、技人国の外国人をڅ࣌୯Ձが技能

実習生よΓもややߴい労働力として௿ख़࿅৬छ

に雇用している事ྫもみかけられた。࠾用ίε

トとͦの後の௞ۚίεト全ମを見ൺ΂ると、技

能実習生࠾用と技人国の外国人࠾用とのؒには

ͦれ΄Ͳࠩ異が大きくないঢ়گだ。ͦのため、

ϕトφϜのૹΓग़しػ関がこうした఺について

චऀに対して大きな不ຬを࿙らしたことがあ

る
6

。૯じて専門的技術的分野の外国人を受け

入れる৬छの実࣭的な技能Ϩϕϧが多༷化し

ていることがۙ年の޲܏とい͑よう。

̑ �ɹֶཹݩੜの࠾༻ऀ਺の૿Ճͱೖ؅
ɹɹ�੓ࡦのมԽ

���ɹཹֶੜ࠾༻の༗ར͞ͱ࠾༻のࠔ೉͞

専門的技術的分野の外国人に対する中小企

業のχーζをલষでみたが、本ষではͦのڅڙ

ଆのࢹ఺からݕ౼する。注目す΂き఺は、外国

人留学生の࠾用とͦれをՄ能とする留学生政策

の変化である。これまで留学生を中小企業で࠾



2024.6 19

用することはඇৗに೉しかった。

ͦの理由はいくつかあ͛られる。第1に、日

本でब৬をر๬する留学生は、日本人と同༷に

௞ۚのߴい大企業でのब৬をر๬する。ͦの

ためक԰࢘وは、中小企業においても留学生を

用するにはͲのようにしたらよいか、ͦのํ࠾

๏のݕ౼を行ない、Ұつのํ๏としてインター

ンγοϓやΩϟϦア։発のॏ要ੑをࢦఠした

（क԰、2019）。

第2に、ݩ留学生が日本でब৬するには、在

留資格変ߋがඞ要であるが、ͦの৚件に専߈

分野とब労৬छとの関܎が求められておΓ、ͦ

の関܎をূ໌することが೉しい。留学生のアϧ

όイトのԆ௕ઌにब৬が։かれてはおらͣ、ྫ

͑ばίンϏχやҿ৯ళでアϧόイトをしていた

留学生が、ଔ業後にアϧόイトઌにब৬するこ

とは不Մ能であった。外国人受け入れ政策上か

ら見ると、これは留学生が௿ख़࿅労働ऀとして

ब労をすることを๷͙ҙຯがあΓ、専߈分野を

活かすような専門的技術的分野でのब労がଅ

ਐされていたのである。

第3に஍Ҭ上の໰題఺がある。ࢤำܒはඇ׽

のϕトφϜとωύーϧからの留学生が૿Ճݍࣈ

したことによΓ、஍ํݍで留学生څڙがఀ଺す

るՄ能ੑが޿がることをࢦఠした（ࢤำ、

2015）。留学生は2年ؒの日本ޠ教ҭػ関をܦ

てߴ౳教ҭػ関に入学することがҰൠ的である

が、ඇݍࣈ׽からの留学生の場߹、2年ؒある

いはͦれҎ上の௕ظの教ҭؒظがあっても、日

本の大学に入学できるだけの日本ޠϨϕϧにୡ

することは೉しく、ͦのため専म学ߍ΁のਐ学

が૿͑ている。しかし専म学ߍਐ学の目的で஍

、する留学生は少ないという。චऀはډ΁సݍํ

さらに஍ํݍでは在学中にब労Մ能なアϧόイ

トઌも୳しにくく、生活අを࿫͑ないՄ能ੑが

あることを෇けՃ͑ておきたい。　　　　　　

Ҏ上の݁Ռ、人手不足の中小企業、とΓわけ

஍ํݍにཱ஍する企業は直઀、ւ外で現஍࠾

用を行って外国人ϗϫイトΧϥーを࠾用したの

である。もし留学生を国಺で࠾用できるならば、

൴らはࣗඅで学අと生活අをࢧ෷って日本ޠと

日本の習׳を学んでいるので、企業にとっては

࠾࿅අ用をઅ໿できるし、また܇用後の教ҭ࠾

用ίεトも日本人と同ֹに見なせばよいことに

なる。だが留学生࠾用はとΓわけ஍ํの中小企

業にはࠔ೉であった。

஍ํ࣏ࣗମもこうした事ଶにແ策であったわ

けではない。たと͑ば、஍Ҭ産業ৼڵを目ࢦす

෱ҪݝなͲは、留学生のݝ಺ब৬に対してब৬

಺企ݝでもݝౡ޿。ԉۚ制度をઃஔしているࢧ

業΁のब৬ଅਐ目的で留学生ब৬આ໌会を։

なͲが集中していߍしている。大学、専म学࠵

る都ݍࢢҎ外の஍ํݍで、஍ݩ中小企業が留

学生を࠾用し、定ணをさせることは、留学生の

ग़਎国がඇݍࣈ׽΁Ҡಈするに൐い、さらに೉

しくなったのである。

��2ɹ೔ຊのཹֶੜのब৬ঢ়گのมԽ

容されるϗϫイトΧϥܗ度人材（skJMMeEとߴ

ー৬छ人材）を中小企業は留学生の中から࠾用

できるだΖうか。طに留学生は留学ઌの学ߍに

଺在中から都ݍࢢに集ॅしていた。ͦれではଔ

業後に、஍ํݍでの求人に対して応募するだΖ

うか。現在の日本の留学生のब৬ঢ়گを࣍にみ

ておきたい。

ग़入国在留؅理ிはຖ年「留学生の日本企
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業౳΁のब৬ঢ়گについて」の調査ใࠂを発

表している。ۙ࠷の2022年について見てみよ

う。日本の留学生のうち2022年に在留資格変

ߋをਃ੥して、ब労資格のある在留資格に変ߋ

した人は33,415人であった。ͦのうち技人国が

86.3ˋである。またब৬ઌの業छを見ると੡଄

業全ମでۇか15.2ˋ、Է・小ചΓなͲのඇ੡଄

業が84.4ˋであった。またब৬ઌ企業の所在஍

は東京が36.5�とѹ౗的に多く、࡛ۄ、ઍ༿、

ਆಸ઒のट都ݍを߹ܭすると、全ମの51.6ˋに

ୡする。ݝผでは東京に͙࣍第2Ґの大ࡕ෎で

も9.4�にա͗ない。

Ҏ上からわかることは、留学生を不足する中

小企業の新たな労働力ݯڅڙとࢼみようにも、

留学生の東京集中と੡଄業཭れがݦஶで、஍

およͼ੡଄業の2つの企業ଐੑを持った企ݍํ

業は、留学生の࠾用೉に直面していることがわ

かる。中小企業の労働৚件が௿いことが留学

生の֬อを೉しくしているとࢦఠしたが、ͦれ

にՃ͑て、஍ํݍという஍理的な໰題と、੡଄

業という業छ上の໰題がॏなって、留学生࠾用

は஍ํにཱ஍する੡଄中小企業にとってはແԑ

の存在だったと言ってよいだΖう。

しかし留学生が都ݍࢢのඇ੡଄業にब৬する

まれたब৬ઌܙがあるといっても、ͦれが޲܏

であるとはݶられない。ࢁ口ྥは技人国の在留

資格でब労する外国人労働ऀのब労ઌがԷ・小

ചΓ、॓ധ、ҿ৯サーϏεの割߹がߴく、留学

生新ଔब৬ऀと日本ޠ学ߍや専門学ߍの生ెな

Ͳߴ度人材としては定ٛされない留学生のアϧ

όイトै事ऀが同Ұ企業・同Ұ৬場でब労して

いる事実をࢦఠしている（ࢁ口、2016）。こうし

た労働ࢢ場は日本人の新ن大ଔऀでも཭৬しや

すく、݁Ռとして留学生の労働ࢢ場は௕ظ雇用

を見込めない第2࣍労働ࢢ場であるという。

こうしたલ提にཱってۙ年、ब৬する留学生

のଐੑ変化がみられる。図�に国੶ผ・学ߍछ

ྨผにみた留学生のब৬ऀ数のਪҠをみよう。

ここからࢦఠできることは࣍の通Γである。

第1に、ࢤำܒが2014年までのσータをجに

2015年の論文でࢦఠしていたϕトφϜ、ωύ

ーϧからの留学生のब৬ऀ数の૿Ճ޲܏がݦ

ஶで、2017年Ҏ߱、ܹٸに૿Ճした。2013年

当࣌、中国人7,637人、ϕトφϜ人424人、ω

ύーϧ224人であったが、2022年ではͦれͧれ

10,182 人、8,406 人、5,769人となΓ、ϕトφϜ

とωύーϧからの留学生が労働ࢢ場΁ٸ଎に

。入しているࢀ

第2に、専म学ߍଔ業のब৬ऀ数が૿Ճした

ことである。2021年Ҏ߱、大ଔऀ数を௒͑て

専म学ߍଔ業ऀ数が࠷大となΓ2022年は

16,191人であった。

ඇݍࣈ׽からの留学生の૿Ճと専म学ߍଔ

ऀのब৬ऀ数の૿Ճがۙ年の大きな変化であ

る。ඇݍࣈ׽からの留学生の場߹、日本ޠ能力

は東アジアݍग़਎ऀとൺֱして௿くなΓやす

く、ͦのため技人国という専門的技術的分野の

在留資格は持っていても、労働力の࣭についは

能で技能実習生תにޠ人ࠩが大きい。日本ݸ

受け入れのॻྨ࡞੒までこなせる人もいれば、

ย言の日本ޠで通༁業務を୲いながら、技能

実習生と同じ௿ख़࿅࡞業にै事している技人

国の人もいる。ݩ留学生の労働力の࣭について、

在留資格「技人国」のอ༗ऀはଈ、専門的能

力のอ༗ऀとはݶらない࣌代となったと言͑

る。
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���ɹೖ؅੓ࡦのมԽ

この変化をもたらした要Ҽとして、留学生に

対する日本の入؅政策上の変化をࢦఠできる。

ᚸॅ༏ॿは、社会学理論のҰつである「社会

的ߏங෺」という֓೦を、技能Ҡຽ（skJMMeE 

NJHrBnt）を定ٛする「skJMMeE」という֓೦に

ద用させている。「社会的ߏங෺」（soDJBMMZ 

DonstrVDteE notJon）とは、֓೦ͦれࣗମがͦ

れͧれの社会にとって૬対的に定ٛされるとい

うํ͑ߟである。Ұ定のۭؒとҰ定の࣌代によ

ってن定されるͦれͧれの社会が࡞Γ上͛た社

会的ߏங෺は、ઈ対的なものではなく、あるݻ

༗の社会が࡞Γ上͛たものである。ͦしてͦれ

だからこͦ、社会的ߏங෺であれば、ͦの಺容

を改変しうるとओுするのがͦの理論の特௃で

ある。

「技人国」という日本の在留資格に、社会的

ங෺という理論֓೦を֘当させるとͲのようߏ

なઆ໌がՄ能だΖうか。୯७労働と区分される

という֓೦は、ͦもͦも入国؅理「度技能ߴ」

੹೚をෛうͦれͧれの国Ոが࡞Γ上͛た֓೦で

ある。日本の場߹も、入؅政策上の都߹、ある

いは日本社会のχーζによって「技能」の಺実

を 容 қ に 改 変 さ せ る こと が Մ 能 と な る

（.B[VNJ,　2023）。

ᚸॅによれば、Ұൠ的にઌਐ国では留学生

のब৬拡大という政策目ඪに対して、ͦのୡ੒

手ஈは、ᶃ門ށの૿ઃ（在留資格の新૿نઃ）

ᶄ門ށの։์度を大きくする（ब労Ϗβ෇༩ج

४の؇࿨）ᶅ労働ࢢ場ࢀ入ԉॿ（留学生ब৬

ԉાஔ）、の3छྨに分ྨできる。日本の場ࢧ

߹はᶃからᶅまでの手ஈを࢖っているが、ͦの

うち࠷もޮՌ的なાஔが2൪目のब労Ϗβ෇༩

のج४؇࿨であるという。技人国の֓೦が社会

的ߏங෺であるために、ͦの಺実を変化させて

きたとも言い͑׵られよう。

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

千人

中国 ベトナム ネパール スリランカ 大学院 大学 専修学校（専門課程）

ਤ4ɹࠃ੶ɾֶߍछྨผཹֶੜの೔ຊͰのब৬ऀ਺のਪҠ

Ҿ用ݩɿ（ᚸॅ༏ॿ、2024）の発表資ྉをஶऀのྃղのもとに࢖用。
σータग़所ɿग़入国在留؅理ி「留学生の日本企業౳΁のब৬ঢ়گについて」֤年൛
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֬かに留学生の場߹は、ͦのब৬૿大のた

めにج४؇࿨というાஔがとられてきた。௿ख़

࿅労働ऀの入国・ब労をՄ能にするための入؅

政策については、在留資格「技能実習」の૑

ઃ（2009年）、「特定技能」の૑ઃ（2018年）

と門ށのछྨを૿やすことによって対応してき

たが、留学生に対してはج४の؇࿨策によって

ଔ業後の労働力֬อをਤってきたとい͑る。۩

ମ的には、大ଔऀには専߈分野とब৬৬छとの

関連がなくてもब৬を認める
7

、専門学ߍଔで

も国の認定ߍଔ業ऀには専߈分野との関連が

ബくてもब৬を認める、なͲの؇࿨策である。

日本の場߹、留学生政策はߴ度外国人材֫ಘ

΁の஍ならしのための政策（上林、2017）とも

表現できる。

Ҏ上のような政策変ߋの݁Ռ、留学生から技

人国΁の資格変ऀߋ数は2022年度、2ສ8,853

人に૿Ճした。まだমੴにਫのঢ়ଶではあるの

もの、ݩ留学生の労働力څڙという手ஈが少し

ͣつではあるが拡大してきたとい͑る。ݩ留学

生が技人国の在留資格をもつ外国人雇用ऀとし

てब労する事ྫが૿Ճ޲܏にある。ͦれは、こ

れまでの東アジア中৺の留学生と異なΓ、ೆ・

東ೆアジアग़਎で専म学ߍଔ業の学ྺを持つ

人が日本のӬॅऀとなることをҙຯする。日本

のҠຽ受け入れについてはこれまで日系人と技

能実習生に関৺がدせられてきたが、今後はݩ

留学生のӬॅऀのब労と生活にも関৺を෷うඞ

要ੑがあΖう。

7　 日本人の場߹、企業が大ଔऀを࠾用するにあたって、大学の専߈分野を໰わない׳行であるのに、大ଔ留学生に対しては専߈分野とब৬৬छとの੔߹ 
　ੑ が໰われた。

̑ �ɹ͓ΘΓʹ

中小企業の人手不足の໰題は、日本の人口

のྸߴ化を͑ߟるとߏ଄的なものであΓ、ͦれ

だけに容қなղܾ策は見られない。多くの論ऀ

は生産ੑの޲上がඞ要とओுするが、ͦのओு

ࣗମは全面的に正しいとしても、Ͳこまで実現

Մ能だΖうかと日ࠒからٙ໰にࢥっている。生

産ੑ޲上がՄ能ならばもうすでに実行した企業

も少なくないだΖう。ͦもͦも中小企業は労働

集໿的分野や労働集໿的੡඼を社会的に分୲

しているのであΓ、ͦれが生産ੑ޲上を๦͛て

いる࠷大のࠜڌであるから、ͦうした企業にと

ってはҰேҰ༦に生産ੑ޲上がՄ能とは͑ࢥな

い。

労働ऀの࠾用೉でかつ生産ੑ޲上策が見つ

からないという課題を๊͑た中小企業にとっ

て、外国人雇用はあるҙຯではഎにෲは代͑ら

れないબ୒であΖう。ͦのબ୒のӨڹは企業಺

だけにݶ定されない。஍Ҭ社会でૢ業・Ӧ業す

る中小企業にとって、ࣗ社の雇用する外国人労

働ऀが஍Ҭ社会΁もݙߩをՌたすという役割も

新たに୲わなければならない。異なる文化を持

つ外国人雇用ऀを雇うという企業಺の人事؅理

だけでなく、஍Ҭ社会との઀఺の在Γํにも外

国人雇用に੒ޭしている企業は৺഑Γをしてい

る。

中小企業における外国人雇用のςーϚは人

口のྸߴ化という໰題をഎܠに、ますますॏ要

となΖう。本ߘでは外国人雇用のྨܕのうち、

専門的技術分野の外国人をऔΓ上͛、ͦの技
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と日本社会ʱ東京大学ग़൛会、pp.231�244

　ʕʕʕʕ（2017）　「第11ষ　日本ᶗɿߴ度外国人材
受入政策のݶքとՄ能ੑ �� 日本ܕ雇用γεςϜ
と企業の役割ظ待」　小Ҫ౔彰޺編ʰҠຽ受入の国
際社会学ɿબผϝΧχζϜのൺֱ分析ʱ名ݹ԰大学
ग़൛会、pp.279�309　
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๏政大学社会学会,　pp.45�65, EoJ.orH./10.15002/ 
00024435
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10.15002/00025437
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662ɿ98�115
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なるときʕʕ日本における外国人留学生の階૚化さ
れた労働ࢢ場΁のࢀ入」口಄発表ɿՊ研අ૯ׅϫ
ーΫγϣοϓ「Ҡຽ受入れ国�ૹग़し国の政策૬ޓ
連関」2024年3月3日、ѥࡉѥ大学

⿝क԰（2019）࢘و「日本の中小企業における外国人材
によるʰ働きํ改ֵʱの現ঢ়と改ળ策」h ঎ۚ޻༥ʱ
2019年4月号、pp.18�33
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　（本ߘは、+414Պ研අ+121)02301およͼ+121,01888
のॿ੒を受けたものである。）

ʲߟࢀ文ݙʳ

術Ϩϕϧが、専म学ߍଔ業ऀϨϕϧまで拡大さ

れつつあることをࢦఠした。この޲܏は今後と

もܧ続するとࢥわれ、日本に定ॅする外国人の

労働ऀおよͼ生活ऀとしての࢟に多༷ੑをもた

らすであΖう。
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Ұൠஂࡒ๏人঎޻૯߹研究所とҰൠ社ஂ๏人中小企業産学官連携センターは、2022 年
度にҾき続き、「中小企業の外国人活用」をςーϚに共同研究を行いました。2022 年度は、
中小企業における外国人活用の現ঢ়をଊ͑るために、インタϏϡーܗ式で実ଶ調査を行い
ました。対৅は中小企業、技能実習生の؂理ஂମ、中小企業に外国人を঺հする૊৫、中
小企業の૊߹૊৫にՃ͑、中小企業で働く外国人にもインタϏϡーを実ࢪしました。2023
年度は、外国人の活༂にはͲのような要ૉがඞ要なのかについて、外国人を雇用する中小
企業を対৅に、ྔ的調査によΓ֬認しました。

わが国の労働力人口がܧ続的に減少するのは、人口౷ܭから໌らかになっています。人
手不足対策としてঁੑやऀྸߴの活用で対応してはいますが、ͦれにもݶքがあることは
໌らかです。中小企業によってはൺֱ的習ಘが容қな࡞業現場に外国人を഑ஔし、教ҭな
Ͳのෛ୲をආけているとこΖもあΓました。しかしながら、人手不足は今後さらにਂࠁ化
し、業छや৬छを໰わͣ、よΓൣ޿な分野での活༂がظ待されています。

今回の研究では、企業が「技能実習生」、「ߴ度人材（事務系）」、「ߴ度人材（技術系）」
のͦれͧれに求める役割とͦれに応じた企業の対応についてアンケートを実ࢪし、分析し
ました。外国人の定ணには企業ଆのͲのような対応（もしくは対応の૊み߹わせ）が༗ޮ
なのかという提言も行っています。

今回の研究݁Ռは、中小企業のܦӦऀ、中小企業ࢧԉػ関のํʑにとって、༗ӹなもの
となると͑ߟています。

本論文のࣥචは、֤ষの୲当ऀがͦれͧれࣥචऀとして୲当しておΓますが、アンケー
トの実ࢪならͼに分析全ൠにおいて、ࢀՃϝンόー全員が関༩し、共同࡞業による੒Ռ෺
としてॻき上͛たことを໌هしておきます。

ʱ༺׆ਓࠃ֎ಉ研究ใ告ʰ中小企業のڞ
ʙޏ༻ऀʹର͢ΔΞϯέʔτ͔ ΒΘ͔Δ֎ࠃਓ׆༂ɾఆண΁のऔΓ૊Έʙ

中小企業産学׭࿈ܞηンλー

・ງ　　ܿ（代表理事ʗࡩඒ林大学Ϧϕϥϧアーπ学܈教授）

（理事ʗ中京大学૯߹政策学෦教授）ࢠ࢙中߂・

・ւ上ହ生（ԣ඿ཱࢢ大学・ཱ教大学 ݉೚ࢣߨ）

・中ࢠ׮ݪ（ਆށ大学大学Ӄ೶学研究Պത࢜課ఔ後ظ課ఔ）

・ި　　᩷（名ݹ԰大学ڥ؀学研究Պ社会ڥ؀学専߈ത࢜後ظ課ఔ）

商工総合研究所

・中୩京ࢠ（ओ೚研究員）

Ճϝンόーࢀ

【����೥౓ڞ�ಉڀݚใࠂ】



目ɹ次

2024.6 25

ୈ̍ষɹ͸͡Ίʹ�
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ��中୩ࢠژ

ɹ̍ �ຊ調査の目త
ɹ̎ �企業ଆのχʔζɿ̏ͭのΧςΰϦʔʹ
��������͓͚Δҧ͍
ɹ̏ ͳ͍͠ࢪਓै業ऀ΁のΞϯέʔτΛ࣮ࠃ֎�
����������ཧ༝

ୈ̎ষɹ調査֓ཁɹɹɹɹ��������������
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ��中୩ࢠژ

̍ �調査ؒظ
̎ �調査のํ๏
̏ �調査಺༰
̐ �Ξϯέʔτ෼ੳํ๏

ୈ̏ষɹճ౴企業の֓ཁٴͼ֎ࠃਓै業ऀʹ
ؔ͢ΔΞϯέʔτ݁Ռの੔ཧ

ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ中ࢠ׮ݪɾި᩷

ɹ̍ �ճ౴企業のجຊ৘ใ
���̎ ͱఆண༺࠾ਓै業ऀのࠃ֎�
���̏ ਓै業ऀのҭ੒ͱަྲྀࠃ֎�
ɹ̐ ༂ͱ׆ਓै業ऀのఆணɺ੒௕ɺࠃ֎�
ɹɹ 企業の͏ߦҭ੒ɾަྲྀ

ୈ̐ষɹ֎ࠃਓै業ऀのΧςΰϦʔผରԠʹ
�����������ؔ͢Δ෼ੳ݁Ռ
ɾւ্ହੜࢠ࢙中߂�����������������������������������

ɹ̍ ਓै業ऀのΧςΰϦʔผରԠのඞཁੑࠃ֎�
ɹ̎ Δ͢ڹਓै業ऀのύϑΥʔϚϯεʹӨࠃ֎�
ɹɹ��ཁҼʙΧςΰϦʔผʹΈͨಛ௃
���̏ ༂ʹؔ͢ΔΧςΰϦʔ׆ਓै業ऀのࠃ֎�
��������ผϞσϧ
ɹ̐ �小ׅ

ୈ̑ষɹ·ͱΊʙ֎ࠃਓʹબ͹Εͳ͍ࠃの֎ࠃ
ਓʹબ͹ΕΔ中小企業ͱ͸ʙɹ

��������������������������������������������������������ງɹܿ

̍ɽզ͕ࠃʹ͓͚Δ֎ࠃਓ࿑ಇの֓گ
̎ɽ調査݁Ռ͔Βの̑ͭのࣔࠦ
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2022年度にͻきつͮき、Ұൠஂࡒ๏人঎޻

૯߹研究所とҰൠ社ஂ๏人中小企業産学官連

携センターは「中小企業の外国人活用」をςー

Ϛに共同研究を行った。

わが国の労働力人口がܧ続的に減少する中、

活ಈがίϩφՒલに໭ΓつつあΓ、日本国ࡁܦ

಺における人手不足のӨڹはਂࠁ化している。

ͦして、労働力の୲い手としての外国人ै業ऀ

の存在感はますますߴまってきている。

2022年度の研究（ງ΄か（2023）　共同研究

（資ྉߟࢀ） 　1
　　ງܿ　߂中ࢠ࢙　中ࢠ׮ݪ　ި᩷（΄ういん）　ߐ口政޺　中୩京（2023）ࢠ　共同研究ใࠂʰ中小企業の外国人活用ʱʙ外国人材ଆのχーζ　　
　　を౿ま͑た࠾用・ҭ੒・定ண΁のऔΓ૊みʙ　঎ۚ޻༥ 2023 年 6 月号　p4�89

ใࠂʰ中小企業の外国人活用 　ɦ「঎ۚ޻༥」

2023年̒月号
1

）では、外国人を活用している

中小企業の実ଶについて事実発見ܕの調査を

実ࢪした。ҎԼでは、ࡢ年度の調査から発見さ

れた事実・事৅をいくつか঺հしたい。

まͣ、外国人ै業ऀが༷ʑな業छに異なる

雇用ܗଶでۈ務していることから、෯޿くイン

タϏϡーを行った。ͦこでは、業務の೉қ度に

よΓ雇用ܗଶや企業の実ࢪする教ҭなͲにҧい

があることが൑໌した。

ୈ̍ষɹ͸͡Ίʹ
Ұൠஂࡒ๏人঎޻૯߹研究所 ओ೚研究員  中୩京ࢠ

ਤද̍ʵ̍ɹ2022年౓調査Ͱର৅ͱͨ͠֎ࠃਓ࿑ಇऀの業຿

業຿಺༰ शಘ͕༰қͳ業຿͕
ଟ͍৔߹

शಘ͕ࠔ೉ͳ業຿Λ
ؚΉ৔߹

शಘ͕ࠔ೉ͳ業຿͕
ଟ͍৔߹

企業のҭ੒ ඞཁ࠷௿ݶのڭҭ ҭڭ ҭڭ
ձ෇༩ػ੒௕のݾࣗ

ଶのྫܗ༺ޏ ٕೳ࣮शੜ ٕೳ࣮शੜ
ಛఆٕೳ

ࡐਓࠃ֎౓ߴ
ւ֎ڌ఺͔Βの企業಺転ۈ

（ग़所ɿງܿ΄か（2023）共同研究ใࠂʰ中小企業の外国人活用ʱʙ外国人材ଆのχーζを౿ま͑た࠾用・ҭ੒・定
　　　  ண΁のऔΓ૊みʙ　঎ۚ޻༥2023年6月号　ਤ1「本調査で対৅とする外国人労働ऀの業務」よΓ）

Ұൠに、業務の習ಘがൺֱ的қしいものにつ

いては、教ҭはݶ定され、ΉしΖ正֬な࡞業を

֬実に行うことが求められる。習ಘがࠔ೉な業

務をؚΉ場߹には、教ҭの役割が大きくなる。

ͦして習ಘがࠔ೉な業務が多い場߹には企業

ଆが教ҭするだけでなく、外国人ࣗ਎に੒௕ػ

会を෇༩することが求められる。

企業においては、習ಘが容қな業務が多い

場߹には技能実習生を活用し、習ಘがࠔ೉な

業務をؚΉ場߹においては技能実習生として習

ಘした業務をさらに特定技能として活かしてい

くというಈきがみられた。ͦして、習ಘがࠔ೉

な業務が多い場߹には、ւ外ڌ఺がある企業

は当֘ւ外ڌ఺において実੷がある、もしくは

੒௕が見込まれる社員を日本のڌ఺に企業಺

సۈというܗで日本国಺ڌ఺にて教ҭする場߹

や、大学౳で技能を਎につけた人材を࠾用する

というಈきがみられた。
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外国人を雇用する企業は、Ұ定のΫΦϦςΟ

の人材を҆定的に֫ಘするために「࠾用લのϓ

ϩセε」「࠾用後の研म౳」をஸೡに行うこと、

特定のग़਎国・஍Ҭからの人材や特定の大学や、

専門学ߍ౳のଔ業生を܁Γฦし࠾用するなͲ࠾

用ܧ続のための۩ମ的な行ಈが見られた。Ұํ、

外国人ଆのχーζについてもܦӦऀならͼにͦ

こで働く外国人や、同྅΁のインタϏϡーを通

じて֞ؒ見ることができた。労働ใुとしてߴ

い所ಘを֫ಘできる国を୳している外国人にと

っては、Ԥถॾ国との௞ۚ格ࠩの޿がΓやۙྡ

アジアॾ国との௞ۚ格ࠩのॖ小から日本Ҏ外の

国に৬を求めていることがࢦఠされている。し

かしながら、௞ۚだけではないԿかଞの要ૉを

に入れて日本を働く場としてબ୒しているྀߟ

ऀも多い。技術系社員の中には、฼国の大学で

学んだ知識が国಺の৬場では活用できないた

め、ࣗ分の能力を活かし、さらに多くを学Ϳた

めに日本企業で働きたいという੠がある。日本

文化に関৺を持つऀが日本企業で働くことを๬

んでやってくるケーεもある。ߴ度人材のみな

らͣ、技能実習生においても、日本文化にڵຯ

を持ち、日本企業でのब業をر๬するऀもいた。

2022年度の調査研究では、中小企業におい

て「外国人活用」をうまく行͑ている企業は、

Ұൠ的に人材のҭ੒や活用がうまく行͑ている

企業であるような印৅を受けた。社಺でのҙࢥ

ૄ通がεϜーζで、社員のؼଐҙ識やຬ足度

のߴい企業では、日本人・外国人・ए手・ϕς

ϥンの区ผを໰わͣ、社員全ମの定ண཰もߴく

なっているようだ。

ͦこで、2023年度はྔ的調査によΓ、外国

人の活༂にはͲのような要ૉがඞ要なのかにつ

いて、企業ଆの目ઢで֬認するため、アンケー

ト調査を実ࢪした。

̍ɹຊ調査の目త

本研究の目的は、中小企業で働く外国人（Ҏ

Լ、外国人ै業ऀ）に対して、「人事ࢪ策」、「૊

৫෩౔」、「人的ަྲྀ」という企業ଆのアϓϩー

νが、外国人ै業ऀの「੒௕」、「ຬ足度」、「定

ண」にӨڹを༩͑ているかͲうかをଌ定し、۩

ମ的にͲのアϓϩーνが༗ޮであるかを໌らか

にすること、ͦして、中小企業が外国人ै業ऀ

の活༂をଅすためにऔΓうるࢪ策を໌ࣔするこ

とである。日本国಺の௞ۚ上ঢ཰が（पล国と

ൺֱしても）௿いことや、ԁ҆によΓग़਎国の

通՟にࢉ׵したときの௞ۚが減少することか

ら、外国人が日本で働くことをためらう޲܏に

あるのではないかと言われている。Ճ͑て、中

小企業においては、大企業とൺֱして௞ۚਫ

४が௿いことが多く、༏लな人材を雇用するこ

とが೉しいという印৅がある。

年度の調査では、業務の೉қ度に応じてࡢ

外国人ै業ऀを技能実習生・特定技能、ߴ度

人材（技術系、事務系）の特ੑを౿ま͑て഑

ஔし、活用している事ྫが見られたこと、また、

度人材においては企業が事務系と技術系でߴ

求める能力が異なることなͲの事ྫがあった。

これらを౿ま͑、外国人ै業ऀの雇用ܗଶによ

って企業の対応にҧいがあるのかを、「技能実

習生」、「ߴ度人材（事務系）」、「ߴ度人材（技

術系）」の̏つのΧςΰϦーに分けて調査する

こととした。なお、特定技能については、2019
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年4月から受け入れがՄ能となったもので、実

際にはब業している人数がݶられていることか

ら、今回の調査では技能実習生のΧςΰϦーに

特定技能をؚΉこととした。

̎ɹ企業ଆのχʔζɿ̏ͭのΧςΰϦʔ
ʹ͓͚Δҧ͍

中小企業が雇用する外国人には、いくつかの

ΧςΰϦーが存在する。

Ұൠに、「技能実習生」は、習ಘがൺֱ的қ

しい業務にै事し、日本ޠ能力や専門能力をඞ

要とせͣ、正֬な࡞業を֬実に行うことが求め

られておΓ、教ҭについても当֘࡞業でඞ要と

されるものにݶ定されている。もちΖん、Ұ෦

の企業においては「技能実習生」を教ҭするこ

とで「特定技能」として௕ظ的にब業し、ઓ力

となることをظ待しているとこΖもある。

能ޠ度な日本ߴ、には「度人材（事務系）ߴ」

力を持つことがظ待されている。日本ޠ能力と

฼ޠである外国ޠ能力を૊み߹わせることによ

Γ、ւ外Ӧ業౳において຋༁・通༁業務を୲う

人材としてظ待しているためである。また、日

本人の多い৬場で日本的なνーϜとして࢓事を

するためのద応力も求められている。

Ұํで、「ߴ度人材（技術系）」の場߹は、

研究・։発・੡଄のような、当֘企業のڝ૪力

することが求められている。技術系ݙߩ上に޲

社員の場߹、（外国人ै業員であるか൱かを໰

わͣ）Ӧ業なͲで٬ސと઀する業務ではないた

め、日本ޠ能力よΓも専門能力のߴさがඞ要と

されている。また、ւ外のҰྲྀ大学で学んだ能

2　 多༷な言ޠに対応したアンケートථを࡞੒することは෺理的にࠔ೉であると൑அした。
3　 ؅理৬とは外国人ै業ऀの上࢘として؅・ࣔࢦ理するऀをࢦす。役৬名は໰わない。

力のߴい人材は学習能力もߴく、日本ޠの習ಘ

もૣいということである。

このように、ߴ度人材においては、事務系と

技術系でظ待される能力が異なるため、̎つの

ΧςΰϦーに分けて調査するものである。よっ

て、「技能実習生」をؚめ、̏つのΧςΰϦー

に分けて調査した。

̏ɹ֎ࠃਓै業ऀ΁のΞϯέʔτΛ࣮ࢪ
͠ͳ͍ཧ༝

また、本དྷ、外国人ै業ऀの「੒௕」や「ຬ

足度」については、直઀本人にアンケート調査

を実ࢪすることが๬ましいが、外国人ै業ऀ΁

のアンケート調査は日本ޠのアンケートථ
2

で

の実ࢪでは࣭໰಺容についてे分に理ղして回

答をಘることが೉しいと൑அした。また、外国

人ै業ऀが回答するࣗらの「੒௕」や「ຬ足度」

はओ؍であΓ、企業ଆが求めるϨϕϧにୡして

いるかͲうかをଌ定することが೉しい。ͦ こで、

外国人ै業ऀを෦Լに持ち、日ʑ઀している中

小企業の؅理৬
3

を対৅に調査し、企業ଆの「ࢪ

策」、「ظ待度」とͦれに対する外国人社員の「੒

௕」や「ຬ足度」について回答を求め、分析

することとした。
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̍ɽ調査ؒظ
2023年8月29日ʙ 2023年8月30日

̎ɽ調査のํ๏

8E#アンケートで実ࢪした（株式会社ϚΫ

ϩϛϧにొ࿥しているϞχターを活用、アンケ

ートථの಺容はಠࣗに࡞੒（アンケートථは本

論文のߟࢀ資ྉとして঎޻૯߹研究所̝̥に

掲載））。

̏ɽ調査಺༰

調査対৅は、外国人ै業ऀ（技能実習生ؚΉ）

を雇用している中小企業
4

にۈ務する܎௕Ҏ上

のऀ、ただし、所ଐする෦ॺにて外国人ै業ऀ

を؅理ࢦ導する役৬にै事していることとした。

また、回答ऀのଐੑ（ੑผ、年ྸ、回答ऀ

のۈ務ઌ企業（業छ、ै業員数、本社所在஍））

をਘͶた。

回答ऀ数は1,236件であった。

なお、株式会社ϚΫϩϛϧのアンケートϞχ

ターは、ͦの所ଐ企業名がඥͮけされていない

ため、ඞͣしも̍名が1社を代表する（回答ऀ

数が企業数）とはݶらない。つまΓ、̍社から

ෳ数のݸ人がϞχターとしてొ࿥している場߹

には、回答ऀ数ʼ企業数となるՄ能ੑがある。

4　 ै業員数 300 名Ҏ಺（業छ不໰）

アンケートථの಺容は、大きく̒つのΧς　

ΰϦーでߏ੒した（ઃ໰数28）。 

・人事ࢪ策（ҭ੒、࠾用、څ༩、研म、෱ར

　厚生なͲ）

・૊৫෩౔（社員ؒのڝ૪、ຬ足度、ए手・

（の活༂なͲऀྸߴ・ੑঁ　　

・人的ަྲྀ（教͑߹う文化、ܦӦऀとのڑ཭

　　のۙさ、ަྲྀػ会の多さ、（外国人ै業ऀ

　　との）ۈ務ؒ࣌಺の会࿩ස度、（外国人ै

　　業ऀとの）ۈ務ؒ࣌外のަྲྀなͲ）

・௅ઓ΁のࢧԉ（܇࿅を要する業務΁のै事、

　　日本ޠ能力がඞ要な業務΁のै事なͲ）

・૊৫のظ待（ଈઓ力としての活༂、業務ε

　　Ωϧ޲上、ࣗらの൑அで行ಈ、日本ޠでの

　　ίϛϡχケーγϣン能力なͲ）

・資࣭（࢓事を֮͑るҙཉ、੒௕度、ຬ足度、

　　定ண度なͲ）

　回答ऀにはࣗ社の外国人ै業ऀを̏つのΧς

ΰϦー（「技能実習生」、「ߴ度人材（事務系）」、

に分けて回答させるこ（「度人材（技術系）ߴ」

ととした。

アンケート಺容がఔ度を໰う場߹は、ִؒई

度による回答とした。

̐ɽΞϯέʔτ෼ੳํ๏

ॳに、回ऩしたアンケートを࣭໰項目ごと࠷

に集ܭ（୯७集ܭ）し、アンケート回答ऀが所

ଐする企業のج本৘ใをώεトάϥϜ、ଳάϥ

ϑなͲを用いてઆ໌する。࣍に、外国人ै業ऀ

ୈ̎ষɹ調査֓ཁ
Ұൠஂࡒ๏人঎޻૯߹研究所 ओ೚研究員  中୩京ࢠ
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の࠾用目的と定ண度߹いについて、ΧςΰϦー

ผにͲのような特௃があるのかをまとめた。

Ճ͑て、外国人ै業ऀの活༂度について、

ॏ回ؼ分析を行い、3ΧςΰϦーにおいて企業

ଆのͲのようなアϓϩーνが൴らの活༂に༗ޮ

なのか֬認することをࢼみた。
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ਤද̏ʵ�ɹճ౴企業の業छ

ୈ�ষɹճ౴企業の֓ཁٴͼ֎ࠃਓै業ऀʹؔ͢ΔΞϯέʔτ݁Ռの੔ཧ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹਆށ大学大学Ӄ೶学研究Պ ത࢜課ఔ後ظ課ఔ  中ࢠ׮ݪ                                                     

　　　　　　　　　　　　  名ݹ԰大学ڥ؀学研究Պ社会ڥ؀学専߈ ത࢜後ظ課ఔ   　  ި
㈝㇦

᩷
㇤㈵

本ষでは、アンケート調査の݁Ռをݩに、ア

ンケート回答企業の֓要およͼ外国人ै業ऀに

関する݁Ռを੔理する。第̍અでは回答企業の

し、つͮく第̎અでは外国人ै؍本৘ใを֓ج

業ऀの࠾用と定ணにয఺を当て、第̏અでҭ੒

とަྲྀについてݕ౼し、第4અで૯ׅする。な

お、アンケート݁Ռ全ମのهड़౷ܭについては

第4ষに掲載するので、ඞ要に応じてࢀরして

いただきたい。

̍ɽճ౴企業のجຊ৘ใ

（�）業छ

回答企業の業छは、੡଄業が437社と࠷も多

くⓤ、࣍いでݐઃ業143社、ҩྍ・෱126ࢱ社で

あった。ͦのଞの産業に関しては100社ະຬで

あΓ、調査業・ࠂ޿代理業はなかった。
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ਤද̏ʵ̎ɹຊࣾॴࡏ஍の෼෍

ਤද̏ʵ̏ɹճ౴企業の企業ن໛

（2）ຊࣾॴࡏ஍

回答企業の஍Ҭ的な分෍は、多いॱにೆ関

東448社、ۙ219ـ社、東ւ166社であった。

都߫ۙࢢ෦かつ੡଄業の多い஍Ҭからの回答

が多かったことがわかる。

（�）ै業һ਺（企業ن໛の目҆）

回答企業のै業員数は、20名ҎԼの企業が

349社（28.2ˋ）と࠷も多かった。表にはࣔし

ていないものの、なかでも10名ҎԼの企業が

253社と回答企業全ମの໿2割を઎めている。

しかし、全ମでは1名から100名の企業が63.3

ˋ、101名から200名の企業が21.8ˋ、201名か

ら300名の企業が14.8ⓩというߏ੒となってお

Γ、中小企業のなかでも10名ҎԼの企業から

中ݎにۙいن໛までの企業にࢸるまで、෯޿い

企業から回答がಘられていることがわかる。

なお、άϧーϓ会社、਌会社、ࢠ会社౳の

人数はؚめͣ、企業୯ମでのै業員数をਘͶ

ている。また、ύート・アϧόイト౳はै業員

数にؚまれていない。

ै業һ਺ 企業਺ ˋ
��20 ໊ �4� 2��2�
2���0 ໊ 207 ���7�
����00 ໊ 22� ���4�
�0��200 ໊ 2�� 2����
20���00 ໊ ��� �4���
ܭ߹ �
2�� �00�0�
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ਓै業ऀ਺ࠃ֎（4）

外国人ै業ऀの雇用数として、ύートタイϜ

やアϧόイトなͲをআいて、άϧーϓ会社、਌

会社、ࢠ会社౳の人数をؚまない、企業୯ମ

でのै業ऀ数をਘͶた݁Ռ、外国人ै業ऀが1

名から10名の企業が881社、11名から20名の

企業が157社、21名から30名の企業が77社あ

ることがわかった。

ਤද̏ʵ̐ɹࣾ಺の֎ࠃਓै業ऀ਺

の 者

外国人ै業ऀ数について、回答企業のै業

員数ผにࣔしたάϥϑがਤද̏ʵ̒（外国人ै

業ऀ数ฏۉ）とਤද̏ʵ （̓外国人ै業ऀൺ཰）

である。回答企業の分෍については100人ఔ度

の企業が多く（ਤද̏ʵ̑）、ͦれҎ外は全ମ

にばらついている。Ұ見当વのことであるが、

外国人ै業ऀ数のฏۉ஋は企業ن໛が拡大す

る΄Ͳ大きくなる。ݸʑの回答企業全ମに઎め

る外国人ै業員ൺ཰のάϥϑからは、ै業員数

10人ҎԼの企業では໿5割、21人から50人Ҏ

Լの企業では໿2割とߴく、100人Ҏ上では101

から110人の企業では௿いものの、ͦれҎ外は

໿5 ʙ 10ˋでਪҠするという޲܏が見てとれ

る。
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ਤද̏ʵ̑ɹै業һ਺ผの企業਺

ਤද̏ʵ̒ɹै業һ਺ผの֎ࠃਓै業ऀ਺ɹฏۉ

ਤද̏ʵ̓ɹै業һ਺ن໛ผの֎ࠃਓै業ऀൺ཰
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̎ɽ֎ࠃਓै業ऀの࠾༻ͱఆண

目త༺࠾（�）

企業が外国人ै業ऀを࠾用する際のओな目

的に、ྔ的な労働力の֬อ（人手不足やܽ員

΁の対応）と、࣭的な専門能力の֫ಘ（専門Ո

やऀݧܦの֫ಘ）がある。ͦのいͣれをよΓॏ

ଶܗしているかについてਘͶる際には、雇用ࢹ

ผに、ྔ的を̍とし࣭的を̑とする5ஈ階のई

度を࢖用した。

回答݁Ռからは、技能実習生（特定技能ؚΉ）

では、ߴ度人材とൺֱして労働力֬อの目的が

やや多いものの、̏割ۙくの企業が専門能力֫

ಘを目的としていることが໌らかになった。

ଶܗ༺ޏਓै業ऀのࠃ֎（�）

　回答企業が雇用している外国人ै業ऀの雇

用ܗଶ（ෳ数回答ํ式）は、技能実習生（本

調査では、特定技能をؚΉ）を雇用している企

業が58.6ˋ、ߴ度人材（事務系）は34.7ˋ、ߴ

度人材（技術系）は39.2ˋであった。

ਤද̏ʵ̔ɹ֎ࠃਓै業ऀのܗ༺ޏଶ

ਤද̏ʵ̕ɹ֎ࠃਓै業ऀの࠾༻目త
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ਤද̏ʵ̍̌ Δೳྗ͢ࢹॏʹ࣌༺࠾

ਤද̏ʵ̍̍ ৬年਺ࡏۉਓै業ऀのฏࠃ֎

Δೳྗ͢ࢹॏʹ࣌༺࠾（2）

中小企業が外国人ै業ऀを࠾用する際のํ

਑として、日本ޠ能力と専門分野の能力のいͣ

れをよΓॏࢹしているかを、生産現場に഑ஔす

る外国人ै業ऀを࠾用する場߹、事務系のߴ

度人材を࠾用する場߹、技術系のߴ度人材を

。用する場߹に分けてਘͶた࠾

企業が࠷も日本ޠ能力をॏࢹしているのは、

事務系のߴ度人材に対してであΓ、56.6ˋ（日

本ޠ能力）対43.4ˋ（専門分野の能力）であっ

た。൓対に、技術系のߴ度人材に対しては、

44.3 （̀日本ޠ能力）対55.7 （̀専門分野の能力）

の割߹で、企業は専門分野の能力をよΓॏࢹし

ていた。なお、生産現場に഑ஔする外国人ै業

ऀに対しては、これらの中ؒఔ度であったが、

わͣかに専門分野よΓも日本ޠ能力がॏࢹされ

ていた。

৬年਺ࡏۉਓै業ऀのฏࠃ֎（�）

回答企業において、外国人ै業ऀが定ணし

てۈめ続けるฏۉ的なؒظは、3年から5年が

全ମの54.0ˋと࠷も多かった。これは、技能実

習の在留資格にن定される年ݶがӨڹしている

Մ能ੑがあると͑ߟられる。Ұํで、外国人ै

業ऀのฏۉ在৬年数が6年Ҏ上の企業が̏割Ҏ

上を઎め、少なくない割߹の外国人ै業ऀが、

௕ظにわたって同じ企業で働き続ける実ଶが見

てऔれる。
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̏ɽ֎ࠃਓै業ऀのҭ੒ͱަྲྀ

ҭڭޠ後の೔ຊ༺࠾（�）

外国人ै業ऀを࠾用した後に行う日本ޠ教

ҭのํ਑として、当てはまるものをෳ数回答ํ

式でਘͶた。日本ޠ教ҭを行っていない企業は

໿3割で、回答企業の໿7割において日本ޠ教

ҭが実ࢪされていた。

なお、άϥϑにはࣔしていないが、日本ޠ教

ҭのओな目的に関するબ୒ࢶでは、業務で࢖う

日本ޠが25.7ˋ、࢓事だけでなく日本の׳習や

生活に׳れるための日本ޠが17.0ˋという݁Ռ

であった。

ਓै業ऀのఆண཰ࠃ֎（4）

さらに、在留年数に上ݶのある「技能実習生」

をআ外し、ߴ度外国人材を事務系と技術系に

分け、定ண཰のߴさをओ؍的にͲうධՁするか

を「かなΓ௿い」を̍とし「かなΓߴい」を̑

とする̑఺ई度でਘͶた。事務系と技術系のؒ

に大きなࠩは見られͣ、ともに、「かなΓߴい」

と「̏と̑の中ؒ」の߹ܭが「̍と̏の中ؒ」

と「かなΓ௿い」の߹ܭを上回る݁Ռとなった。

このことから、企業がߴ度外国人材の定ண཰を

૬対的にߴくධՁしていることがわかった。

ਤද̏ʵ̍̏ ҭڭޠ後の೔ຊ༺࠾

ਤද̏ʵ̍̎ɹߴ౓֎ࠃਓࡐのఆண཰ʹର͢ΔධՁ
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ਤද̏ʵ̍̐ɹ֎ࠃਓै業ऀの੒௕౓ɾຬ଍౓ɾೃછΈ۩߹（ܗ༺ޏଶผ）

ਓै業ऀの੒௕౓౳ࠃ֎（2）

外国人ै業ऀの੒௕度、ຬ足度、ೃછみ۩

߹を、雇用ܗଶผに、「全くͦう見͑ない」を

̍とし「大いにͦう見͑る」を̑とする̑఺ई

度でਘͶた。いͣれのタイϓの外国人材に対し

ても、໿̐割の企業が੒௕し、ຬ足し、ೃછん

でいるとධՁしていたߴ。 度外国人材の中では、

事務系と技術系のؒに大きなࠩはみられなかっ

た。

（技能実習生）

（度人材（事務系）ߴ）

（度人材（技術系）ߴ）
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ɹࣄ࢓ਓै業ऀͱのަྲྀɺճ౴ऀのࠃ֎（4）

ɹɹຬ଍౓͓Αͼ੒௕の࣮ײ

回答ऀ（日本人）ࣗ਎の外国人ै業ऀとのަ

事で੒௕した実感に࢓・事΁のຬ足度࢓・ྲྀ

ついて、活発にަྲྀしているか、今の࢓事にຬ

足しているか、࢓事で੒௕している実感がある

かをͦれͧれ、「全く感じない」を̍とし「大

いに感じる」を̑とする̑఺ई度でਘͶた。

外国人ै業ऀとの活発なަྲྀについては、

ফ極的な回答とい͑る「全く感じない」と「̍

と̏の中ؒ」の߹ܭは2割にຬたなかった。また、

事΁のຬ足、੒௕΁の実感についても同༷に࢓

。ධՁであることがわかったݾいࣗߴ

（�）ै業ऀの׆༂౓

外国人・ए手・ঁੑ・ͦऀྸߴれͧれのै

業員の活༂度を、「全く活༂していない」を̍

とし「大いに活༂している」を̑とする̑఺ई

度でਘͶた。外国人ै業ऀに関してはす΂ての

雇用ܗଶで、ฏۉ஋が̏を௒͑、活༂度にߴい

ධՁをする回答企業が多かった。また、雇用ܗ

ଶผのै業員ؒのࠩをฏۉ஋で見ると、外国人

材の̏ΧςΰϦーのなかでは技能実習生の活༂

度߹いが࠷もߴく回答された。

ए手ै業員、ঁੑै業員、ैऀྸߴ業員の

活༂度も同༷にߴく、外国人ै業ऀが活༂でき

る৬場は、これらのै業員も活༂しやすいڥ؀

であるՄ能ੑが͑ߟられる。

ਤද̏ʵ̍̑ɹ֎ࠃਓै業ऀɺएखɾঁੑɾैऀྸߴ業һの׆༂౓
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ਤද̏ʵ̍̒ɹճ౴ऀのࣗݾධՁ

̐ɽ֎ࠃਓै業ऀのఆணɺ੒௕ɺ׆༂ͱ
企業の͏ߦҭ੒ɾަྲྀ

回答企業において、外国人ै業ऀの定ண、

੒௕、活༂に関するධՁが໿̐割の企業でߴい

ことが໌らかになった。Ұൠ的なイϝージでは、

外国人ै業ऀの定ணが೉しいとされ、企業が

外国人ै業ऀを࠾用する際の目的の多くは人手

不足のղফであると͑ߟられてきた。とくに技

能実習生については、労働力ิ׬がओな目的と

され、੒௕や活༂のػ会がݶられているとの認

識が޿まっていた。ͦして、このঢ়گは、制度

のଆ面からも൷൑されてきた。ଞํ、ߴ度人材

についても、日本企業಺での੒௕や活༂の不े

分さがࢦఠされていた。

しかし、今回の調査݁Ռからは、外国人ै

業ऀの中にはҰつの企業で௕ۈؒظ務し、੒௕

と活༂を਱͛るケーεが֬認された。技能実習

生をؚΉ外国人ै業ऀに対するධՁもߴく、中

小企業でも多༷な૚の外国人ै業ऀが活༂し

ていることがࣔされた。

この݁Ռには、外国人ै業ऀの定ணやҭ੒に

関৺のߴい企業の΄うが、ͦうでない企業にൺ

΂てよΓ積極的に回答することによってىこる

ภΓであるࣗݾબ୒όイアε
5
のӨڹもあるかも

しれない。しかし、少なくとも回答企業の中には、

外国人ै業ऀの定ணと੒௕、活༂をߴくධՁす

る企業が存在し、外国人ै業ऀのݙߩ度が認め

られていることがࣔࠦされる。

こうしたධՁのߴさは、企業が࠾用࣌に外国

人ै業ऀに対して持つظ待のߴさにも表れてい

ると見られる。社಺でのҭ੒に関しても、⓻割

の回答企業において日本ޠ教ҭが実ࢪされて

いた。また、回答企業の多くは、外国人ै業ऀ

と活発なަྲྀがあると答͑ていることから、外

国人ै業ऀの活༂や੒௕と、活発なަྲྀとのؒ

の関連がࣔࠦされる。

Ҏ上、本ষでは、外国人ै業ऀに関するධ

Ձと実ଶについて、調査݁Ռをもとに֓؍した。

ただし、外国人ै業ऀが、௕く定ணし、੒௕、

活༂できるڥ؀を੔උするにあたっては、要ૉ

同࢜の分析がඞ要となる。Ҏ߱の第4ষでは、

外国人ै業ऀの活༂に関してͲのような要ૉが

Өڹするかの分析をࢼみる。

5 ඪ本調査におけるόイアεとは、調査の実ࢪやඪ本બ୒において生じるภΓをࢦす。ࣗݾબ୒όイアεは、調査にࢀՃするかͲうかのܾ定が対৅ऀに
委Ͷられた場߹に生じるՄ能ੑがあΓ、ͦの݁Ռ、サンϓϧが特定のํ޲にภることをࢦす。
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̍ɽ֎ࠃਓै業ऀのΧςΰϦʔผରԠの
ඞཁੑ

外国人ै業ऀに活༂してもらうためにԿをな

す΂きかは、受け入れる企業ଆにとっても大き

な関৺事であΖう。

アンケート調査では、「技能実習生」、「ߴ度

人材（事務系）」、「ߴ度人材（技術系）」の̏つ

のΧςΰϦーで、中小企業における外国人ै業

ऀの現ঢ়と企業の対応を୳っている。この3つ

のΧςΰϦーは企業の࠾用目的、࠾用手ஈ、࠾

用ج४、求めるεΩϧなͲ多くの఺で異なる。

ͦのため、ΧςΰϦーに応じて、外国人ै業ऀ

の活༂にӨڹを༩͑る要Ҽが異なってくるՄ能

ੑがある。ྫ͑ば、技能実習生に対してޮՌ的

だった対応が、ߴ度人材に対しては΄とんͲޮ

ՌがなかったなͲということもあΓಘるだΖう。

ͦこで本ߘでは、ઌड़したアンケートのσータ

にॏ回ؼ分析をࢪすことによって、༷ʑな要Ҽ

のޮՌをਪ定したい。

̎ɽ֎ࠃਓै業ऀのύϑΥʔϚϯεʹӨڹ
͢ΔཁҼʙΧςΰϦʔผʹΈͨಛ௃

ҎԼでは、企業ଆがඋ͑る「人事ࢪ策」、「૊

৫෩౔」、「社಺の人的ަྲྀ」、「外国人ै業ऀ

΁のظ待」、「企業業੷やւ外ઓུ」の֤ଆ面

における要Ҽが、技能実習生、ߴ度人材（事

務系）、ߴ度人材（技術系）の活༂度にͲのよ

うにӨڹしているのか、ΧςΰϦーผに見た特

௃を໌らかにする。

ୈ̐ষɹ֎ࠃਓै業ऀのΧςΰϦʔผରԠʹؔ͢Δ෼ੳ݁Ռɹɹɹɹɹ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ����������������中京大学૯߹政策学෦ 教授  ߂中ࢠ࢙
                                                         ԣ඿ཱࢢ大学・ཱ教大学 ݉೚ࢣߨ  ւ上ହ生

（�）ਓࡦࢪࣄ໘のཁҼ

ਤද4��ɹ֎ࠃਓै業ऀの׆༂౓ʹӨ͢ڹΔਓࡦࢪࣄ໘のཁҼのਪ݁ܭՌ（ΧςΰϦʔผ）

（注）આ໌変数およͼ੾ยの���、��、�は、ͦれͧれ 1ˋ、5ˋ、10ˋਫ४で༗ҙであることをࣔす。
（　）಺の数஋はt஋。
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人事ࢪ策面では、「社員のҭ੒ܭըの੔උ」、

「新ଔの定࠾ظ用΁の積極ੑ」、「同業・同ن໛

の会社とൺֱしたڅ༩ਫ४のߴさ」、「同業・同

໛の会社とൺֱした社員研मのॆ実度」、「෱ن

ར厚生面΁の഑ྀ」をとΓあ͛た。

技能実習生の活༂には「社員のҭ੒ܭըの

੔උ」、「෱ར厚生面΁の഑ྀ」がߴ、 度人材（事

務系）に対しては「෱ར厚生面΁の഑ྀ」が、

度人材（技術系）に対しては、「社員のҭ੒ߴ

໛の会社とൺֱしたنըの੔උ」、「同業・同ܭ

さ」、「෱ར厚生面΁の഑ྀ」がߴ༩ਫ४のڅ

正のӨڹを༩͑ている。

「෱ར厚生面΁の഑ྀ」はͲのΧςΰϦーに

おいても外国人ै業ऀの活༂に޷ましいӨڹを

もたらしていることから、中小企業が外国人ै

業ऀのために౒力す΂き要Ҽとい͑よう。ここ

でいう෱ར厚生とは、資ۚを大いにかけるとい

うようなྨのものではない。ࡢ年度のώアϦン

ά調査においては、たと͑ばॅډを୳すのを手

఻ったΓ、ඞ要な生活Ոిや通ۈ用のࣗసंを

中ݹで調ୡしたΓ、あるいはफ教やᅂ޷による

৯事಺容に഑ྀするなͲ、ࡉやかなあたたかい

৺ݣいといったものが༗ޮであることがみてと

れた。

また、「څ༩ਫ४のߴさ」はߴ度人材（技術系）

の活༂にはӨڹしているが、技能実習生・ߴ度

人材（事務系）にはӨڹしていない。外国人ै

業ऀが、څ༩だけでϞνϕーγϣンがあがるわ

けではないことを、中小企業はҙ識すϕきであ

Ζう。

なお「社員のҭ੒ܭը੔උ」が技能実習生

とߴ度人材（技術系）の活༂にӨڹを༩͑てい

るのはڵຯਂい。ҭ੒ܭըを੔උしているとい

うことは、中小企業が人材のՁ஋をॏࢹし、જ

在的な能力をさらに৳ばして発شしてもらいた

いというࢥいのあらわれである。ࡢ年度のώア

Ϧンά調査においても、日本人社員もؚめて社

員のҭ੒に೤৺な企業では、外国人ै業ऀもい

きいきと働いていたことから、今回のアンケー

ト調査の分析ともූ߹する。

（2）૊৫෩౔໘のಛ௃

（注）આ໌変数およͼ੾ยの���、��、�は、ͦれͧれ 1ˋ、5ˋ、10ˋਫ४で༗ҙであることをࣔす。
（　）಺の数஋はt஋。

ਤද4�2ɹ֎ࠃਓै業ऀの׆༂౓ʹӨ͢ڹΔ૊৫෩౔໘のཁҼのਪ݁ܭՌ（ΧςΰϦʔผ）
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૊৫෩౔面では、「社員ؒڝ૪のڧさ」、「ै

業員のຬ足度のߴさ」、「ए手ै業員の活༂」、「ঁ

ੑै業員の活༂」、「ैྸߴ業員の活༂」がͲ

のようなӨڹを༩͑ているかを࡯؍した。「社

員ؒのڝ૪のڧさ」は、社಺にޓいが੾᛭ୖຏ

し৳ͼていけるڥ؀があると͑ߟ、࣭໰項目と

してઃ定した。「ए手」「ঁੑ」「ྸߴ」のै業

員については、こうした人数ൺでみたϚイϊϦ

ςΟが活༂していることが、同じようにϚイϊ

ϦςΟである外国人にとっても活༂の場を༩͑

ているのではないかと͑ߟたため、࣭໰項目と

してઃ定した。

技能実習生ߴ・ 度人材（事務系）ߴ・ 度人材（技

術系）の活༂には、共通して「ए手ै業員の

活༂」、「ঁੑै業員の活༂」、「ैྸߴ業員の

活༂」がӨڹしていた。つまΓए手やঁੑ、ߴ

ྸऀなͲを活用できている中小企業では、外国

人ै業ऀも活༂しやすいのである。

（注）આ໌変数およͼ੾ยの���、��、�は、ͦれͧれ 1ˋ、5ˋ、10ˋਫ४で༗ҙであることをࣔす。
（　）಺の数஋はt஋。

ਤද4��ɹ֎ࠃਓै業ऀの׆༂౓ʹӨ͢ڹΔਓతަྲྀ໘のཁҼのਪ݁ܭՌ（ΧςΰϦʔผผ）

（�）ࣾ಺のਓతަྲྀʹؔ͢Δಛ௃

年度のώアϦンά調査では、外国人ै業ऀࡢ

から「日本人ै業員と関܎がߏஙできることが

「ばしく、ͦれがϞνϕーγϣンにつながるت

というझࢫのҙ見がいくつかあった。ͦ こで「社

員同࢜でޓいに教͑߹う文化のڧさ」、「ܦӦऀ

と社員のڑ཭のۙさ」、「ܦӦऀや社員がަྲྀす

るػ会やイϕントの多さ」、「日本人ै業員が外

国人ै業ऀに積極的に࿩しかけるఔ度」、「日本

人ै業員が外国人とۈ務ؒ࣌Ҏ外にも積極的

にަྲྀするఔ度」がͲのようなӨڹを༩͑てい

るかを࡯؍した。

技能実習生ߴ・ 度人材（事務系）ߴ・ 度人材（技

術系）のいͣれにおいても、「社員同࢜でޓい

に教͑߹う文化のڧさ」、「日本人ै業員が外国

人ै業ऀに積極的に࿩しかけるఔ度」、「日本人

ै業員が外国人とۈ務ؒ࣌Ҏ外にも積極的に

ަྲྀするఔ度」が活༂にӨڹを༩͑ていた。

社಺で社員同࢜が教͑߹う文化があΓ、日本

人ै業ऀが外国人ै業ऀに積極的に࿩しかけ、

が、外国ڥҎ外にもަྲྀするという؀ؒ࣌務ۈ

人ै業ऀの活༂をଅすことになるのである。つ

まΓ社員ؒのίϛϡχケーγϣンが活発な企業
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が๬ましいということになる。

「日本人ै業員が外国人ै業ऀに積極的に࿩

しかけるఔ度」は特に技能実習生΁のޮՌが

大きく、「日本人ै業員が外国人とۈ務ؒ࣌Ҏ

外にも積極的にަྲྀするఔ度」はߴ度人材（事

務系）・ߴ度人材（技術系）΁のޮՌが大きい。

これは֤ΧςΰϦーの外国人ै業ऀがஔかれた

ঢ়گが関܎していると͑ߟられる。

技能実習生の場߹、1社で1名を࠾用すると

いったことは少なく、同じ฼国から数名ʙ数े

名が同じ会社にۈ務することになる。ώアϦン

ά調査では、技能実習生同࢜でかたまって行ಈ

するため、日本人ै業ऀとの৺理的なนがある

というঢ়گもみられた。技能実習生が日本に働

きにくるということは、日本人とަྲྀしたいと

いうؾ持ちもあるだΖう。日本人ै業ऀが技能

実習生に対して積極的に࿩しかけてみたくなる

ような࢓૊みを、中小企業は͑ߟた΄うがよい

とࢥわれる。

Ұํで、「日本人ै業員が外国人とۈ務ؒ࣌

Ҏ外にも積極的にަྲྀするఔ度」のޮՌは、技

能実習生のͦれとൺֱしてߴ、 度人材（事務系）、

度人材ߴ。度人材（技術系）の΄うが大きいߴ

（事務系）、ߴ度人材（技術系）の場߹、中小

企業で多数を雇用するケーεは΄とんͲなく、

同じ෦ॺでの外国人の同྅はҰ人、またはݶら

れた人数であΖう。ͦのため、日本人ै業ऀと

࿩すػ会は多いとਪ࡯される。しかしߴ度人材

（事務系）、ߴ度人材（技術系）は、技能実習

生のようにۈ務後やि຤にすごす஥ؒが少な

い。よって「ۈ務ؒ࣌外」でのަྲྀをָしみに

しているՄ能ੑがある。

は、技能実習「཭のۙさڑӦऀと社員のܦ」

生とߴ度人材（技術系）の活༂にӨڹしていた。

཭のۙさは中小企業の特௃ڑӦऀと社員のܦ

ともい͑るため、これらを活用できるとよいで

あΖう。

଴ʹؔ͢Δಛ௃ظਓै業ऀ΁のࠃ֎（4）

（注）આ໌変数およͼ੾ยの���、��、�は、ͦれͧれ 1ˋ、5ˋ、10ˋਫ४で༗ҙであることをࣔす。
（　）಺の数஋はt஋。

ਤද4�4ɹ֎ࠃਓै業ऀの׆༂౓ʹӨ͢ڹΔ֎ࠃਓै業ऀ΁のظ଴のཁҼのਪ݁ܭՌ（ΧςΰϦʔผ）
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外国人ै業ऀの࠾用ํ਑や、会社ଆの外国

人ै業ऀ΁のظ待が、外国人ै業ऀの活༂に

Ͳのようにつながっているのかを࡯؍するため

に、「܇࿅を要する業務を୲わせるํ਑」、「ଈ

ઓ力になること΁のظ待」、「εΩϧ޲上のظ

待」、「ͦれまでにしたことがない࢓事に௅ઓす

ること΁のظ待」、「あるఔ度、ࣗ分で͑ߟて࢓

事上の൑அをすること΁のظ待」、「࠾用࣌にお

ける日本ޠ能力習ಘ度΁のظ待」といった要Ҽ

をとΓあ͛た。

ͲのΧςΰϦーにおいても、「܇࿅を要する

業務を୲わせるํ਑」、「ଈઓ力になること΁の

が外国人ै業ऀ「待ظ上の޲εΩϧ」、「待ظ

の活༂につながっている。

ここからಡみऔれるのは、第Ұに、習ख़度の

௿い業務を୲当するイϝージのある技能実習生

においても、会社が܇࿅して教ҭするҙਤを持

って࠾用することが活༂につながるという఺で

ある。第ೋに、「ଈઓ力になること」と「܇࿅

を要する業務を୲当すること」はໃ६している

ようにみ͑るが、「܇࿅をすればૣظにઓ力に

なる人材」をࢦしていると͑ߟられる。ͦうだ

とするならば、࠾用࣌にͲのΧςΰϦーの人材

においても、܇࿅で৳ͼる資࣭があるかͲうか

を見ൈくことがॏ要になる。

「ͦれまでにしたことがない࢓事に௅ઓするこ

と΁のظ待」、「あるఔ度ɼࣗ分で͑ߟて࢓事上

の൑அをすること΁のظ待」は技能実習生とߴ

度人材（技術系）において、ޮՌがみられた。

技術系のみならͣ技能実習生においても、新し

い業務΁の௅ઓをظ待し、ࣗ分で൑அする業務

をظ待することがॏ要ということになΓ、いわ

Ώる҆Ձな労働力を求めるํ͑ߟとは対極にあ

る。

度人ߴ、は「待ظ能力΁のޠの日本࣌用࠾」

材（事務系）にのみޮՌ的であった。事務系の

場߹には、Ӧ業෦門をはじめ社಺・社外の日本

人とやΓऔΓが多い෦ॺに഑ଐすることが૝定

されるため、入社࣌からߴ度な日本ޠ能力をम

ಘしていたํが活༂しやすいと͑ߟられる。Ұ

ํで技能実習生とߴ度人材（技術系）は、「࠾

用࣌」の日本ޠ能力にظ待しなくても後に活༂

できるՄ能ੑがߴいということであΓ、中小企

業の外国人ै業ऀ࠾用にあたΓߟࢀになるであ

Ζう。技能実習生の場߹には、日本ޠが多少不

ࣗ由であっても、࡞業があるఔ度定ܕ化されて

いる場߹には、฼国ޠでのϚχϡアϧを用ҙす

ることもできるし、ߴ度人材の技術系の場߹に

は専門用ޠ（多くの場߹はӳޠ）を࢖ってҙࢥ

ૄ通できることが૝定される。入社後に、ঃʑ

に日本ޠ能力を৳ばしていってもら͑ばよいと

いうことになるだΖう。
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企業のաڈ・現在の業੷と、ւ外ల։΁ํ

਑がͲのように外国人ै業ऀの活༂にӨڹする

のかを࡯؍した。

技能実習生については「現在の業੷のྑさ」、

「10年લの業੷のよさ」がϓϥεにӨڹし、「積

極的ւ外ల։」はϚイφεにӨڹしていた。ߴ

度人材（事務系）についてはԿもӨڹしていな

かった。ߴ度人材（技術系）については「現在

の業੷のྑさ」、「10年લの業੷のྑさ」がϓϥ

εのӨڹを༩͑ていた。しかしながら、いͣれ

の要ҼもӨڹ度はͦれ΄Ͳ大きくない。

当ॳ、われわれはւ外に積極的にల։してい

る企業では、外国人΁の対応に׳れていること

から、外国人ै業ऀが活༂しているのではない

かと૝定していた。しかし分析݁Ռは異なって

おΓ、ΉしΖ技能実習生については、ւ外ల։

はϚイφεにӨڹしていた。ւ外にల։はして

いないが、日本国಺での労働力不足やՁ格ڝ

૪に対応したいという企業が、技能実習生を活

用していることも͑ߟられる。

̏ɽ֎ࠃਓै業ऀの׆༂ʹؔ͢ΔΧςΰ
ϦʔผϞσϧ

લઅでは、「人事ࢪ策」、「૊৫෩౔」、「社಺

の人的ަྲྀ」、「外国人ै業ऀ΁のظ待」、「企

業業੷やւ外ઓུ」のͦれͧれ5つのଆ面にお

いて分析した݁Ռ、技能実習生、ߴ度人材（事

務系）、ߴ度人材（技術系）の3つのΧςΰϦ

ーの活༂に対して、ϓϥεのӨڹを༩͑ている

֤छの要Ҽが໌らかになった。しかし、ある要

Ҽが༗ҙだったのは、実は、ଞのଆ面にଐする

ผの要ҼのӅれたӨڹによる場߹もある。ྫ͑

ば、人事ࢪ策面では「෱ར厚生面΁の഑ྀ」

が༗ҙだったが、Ծに、૊৫෩౔面でみた「ߴ

ྸै業ऀの活༂度」がߴい৬場の΄とんͲが、

同࣌に「෱ར厚生΁の഑ྀ」がある৬場だった

としたら、両ऀはಠཱした要Ҽとはい͑ͣ、Ұ

ํがଞํのӨڹԼにあるなͲ、Ͳちらかの要Ҽ

はҙຯをなさなくなる。ͦこで、本અでは、上

ड़した5つの面でӨڹ力の大きかった֤छの要

Ҽを連Ͷ、૬ޓにίントϩーϧすることで、ͦ

れͧれがಠཱして༗ҙな要Ҽであるか൱かを໌

（�）企業業੷ͱւ֎ઓུʹΈΔಛ௃

（注）આ໌変数およͼ੾ยの���、��、�は、ͦれͧれ 1ˋ、5ˋ、10ˋਫ४で༗ҙであることをࣔす。
（　）಺の数஋はt஋。

ਤද4��ɹ֎ࠃਓै業ऀの׆༂౓ʹӨ͢ڹΔ企業業੷౳のཁҼのਪ݁ܭՌ（ΧςΰϦʔผ）
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らかにする。ͦれとともに、5つのଆ面をԣஅ

することで、ͦれͧれのΧςΰϦーの人材が活

༂するために、中小企業の対応全ൠに関わるแ

ׅ的なϞσϧをਪ定した。外国人ै業ऀを雇用

している中小企業のߟࢀになれば޾いである。

（�）ٕೳ࣮शੜの׆༂ʹؔ͢ΔϞσϧ

技能実習生については、「人事ࢪ策」、「૊৫

෩౔」、「社಺の人的ަྲྀ」、「外国人ै業ऀ΁

のظ待」、「企業業੷やւ外ઓུ」の5つのଆ面

のͦれͧれから、࠷もޮՌがߴかった要Ҽを౤

入してϞσϧをਪ定してみた。ͦの݁Ռ、まͣ、

Ұྫとしてઌड़した「ैྸߴ業ऀが活༂してい

ること」と「෱ར厚生に഑ྀしていること」は、

૬ޓにಠཱした要Ҽとして༗ҙなことが改めて

໌らかになった。「日本人ै業ऀが外国人ै業

ऀに࿩しかけること」、「ଈઓ力をظ待している

こと」についても同༷である。また、ޮՌがߴ

いॱに、「ैྸߴ業ऀが活༂していること」、「日

本人ै業ऀが外国人ै業ऀに࿩しかけること」、

「ଈઓ力をظ待していること」、「෱ར厚生面

に഑ྀしていること」となった。「現在の業੷」

はӨڹがなかった。

つまΓ、現在の業੷にかかわらͣ、ྸߴのै

業員も活༂できるような೑ମ的ෛ୲をかけない

৬場ڥ؀をつくったΓ、日本人ै業ऀが積極的

に࿩しかけられる࢓૊みを੔උするなͲといっ

たとこΖからண手するとよいであΖう。

なお、この（1）ٴͼҎԼの（2）（3）のแׅ

的Ϟσϧのਪ定に当たっては、新たに、企業の

ଐੑによるӨڹを制ޚするため、「੡଄業μϛ

ー」と「ै業ऀ数」を変数としてՃ͑た。ྫ͑

ば、（1）においてはいͣれも༗ҙであΓ、੡଄

1.774

6.984

-0.128

5.306 8.969

6.006

2.178

2.312

（注1）ˎˎˎ、ˎˎ、ˎ印は、ͦれͧれ̍ˋ、̑ˋ、10ˋਫ४で༗ҙであることをࣔす。ただし定数項については省ུ。
（注2）ै業ऀ数は、ࣗવ対数に変׵したもの。֤ภ回܎ؼ数は、ඪ४化したもの。（　）಺の数஋はt஋。
（注3）ίントϩーϧした変数をࣔすため、༗ҙでない変数も省ུせͣ掲載した。

ਤද4�� ٕೳ࣮शੜの׆༂ʹؔ͢ΔϞσϧのਪ݁ܭՌ
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༂ʹؔ͢ΔϞσϧ׆の（ܥ຿ࣄ）ࡐ౓ਓߴ（2）

、੒にあたっては࡞度人材（事務系）のϞσϧߴ

まͣ技能実習生と同༷の要ૉ、つまΓ「෱ར厚生

面に഑ྀしていること」、「ैྸߴ業員が活༂して

いること」、「日本人ै業ऀが外国人ै業ऀに࿩し

かけること」、「ଈઓ力をظ待していること」、「会

社の現在の業੷」を౤入した。ͦの後にϞσϧ

のઆ໌力をあ͛るために、「ଈઓ力をظ待してい

ること」を「܇࿅を要する業務を୲わせるํ਑」

にஔき͑׵た。さらに、「ैྸߴ業員が活༂して

いること」を「ঁੑै業員が活༂していること」

にஔき͑׵、「日本人ै業ऀが外国人ै業ऀに࿩

しかけること」を「外国人とのۈ務ؒ࣌外のަྲྀ」

にஔき͑׵てઆ໌力を޲上させた。

ͦの݁Ռ、ޮՌがߴいॱに、「ঁੑै業員が

活༂していること」、「܇࿅を要する業務を୲わ

せるํ਑」、「外国人とのۈ務ؒ࣌外ަྲྀ」、「෱

ར厚生面の഑ྀ」であった。「現在の業੷」は

Өڹしていなかった。

つまΓߴ度人材（事務系）に活༂してもらう

ためには、現在の業੷にかかわらͣ、ঁੑै業

員が活༂できるようなμイόーγςΟを実現し、

࿅を要する業務を୲当させ、さらに外国人ै܇

業ऀと日本人ै業ऀがۈ務ؒ࣌外もަྲྀできる

ような人ؒ関܎のߏஙに౒めるのが๬ましいと

いうことになる。ͦれらにՃ͑て、෱ར厚生に

も഑ྀするとなおྑいであΖう。

業であること、中小企業の中ではن໛が大きい

ことが、外国人ै業ऀの活༂にϓϥεのӨڹを

༩͑ることがわかった。ただし、ͦのӨڹ度は

ଞの変数にൺ΂て小さいこと、また、ͦもͦも

業छや企業ن໛は、外国人ै業ऀの活༂をਤ

るために೚ҙにૢ࡞しಘるものではないことか

ら、これらについては本અの分析のओ؟とはし

ていない。

3.002

6.4115.408

2.544

-1.433 -0.592

3.818 7.526

（注）ਤ表4�6に同じ。

ਤද4�7 Ռ݁ܭ༂ʹؔ͢ΔϞσϧのਪ׆の（ܥ຿ࣄ）ࡐ౓ਓߴ
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༂ʹؔ͢ΔϞσϧ׆の（ܥज़ٕ）ࡐ౓ਓߴ（�）

੒にあたっ࡞度人材（技術系）のϞσϧߴ

ては、まͣ技能実習生と同༷の要ૉ、つまΓ「෱

ར厚生面に഑ྀしていること」、「ैྸߴ業員が

活༂していること」、「日本人ै業ऀが外国人ै

業ऀに࿩しかけること」、「ଈઓ力をظ待してい

ること」、「会社の現在の業੷」を౤入した。ͦ

の後にϞσϧのઆ໌力をあ͛るために、「ྸߴ

ै業員が活༂していること」を「ঁੑै業員が

活༂していること」にஔき͑׵、「日本人ै業

ऀが外国人ै業ऀに࿩しかけること」を「外国

人とのۈ務ؒ࣌外ަྲྀ」にஔき͑׵た。さらに

「ଈઓ力をظ待していること」を「܇࿅を要す

る業務を୲わせるํ਑」にஔき͑׵てઆ໌力を

。上した޲

ͦの݁Ռ、ޮՌがߴいॱに、「ঁੑै業員が

活༂していること」、「܇࿅を要する業務を୲わ

せるํ਑」、「外国人とのۈ務ؒ࣌外ަྲྀ」、「෱

ར厚生面の഑ྀ」であった。「現在の業੷」は

Өڹしていなかった。

つまΓߴ度人材（技術系）に活༂してもらう

ためには、現在の業੷にかかわらͣ、ঁੑै業

員が活༂できるような৬場ͮڥ؀くΓにつと

め、৬務分୲においては܇࿅を要するような業

務を୲ってもらうとよい。さらに外国人ै業ऀ

と日本人ै業ऀがۈ務ؒ࣌外もަྲྀできるよう

な人ؒ関܎のߏஙに౒めることが๬まれる。Ճ

͑て、෱ར厚生にも഑ྀするとよΓޮՌがあが

るであΖう。

3.826

2.555

-0.703

5.580

3.909

6.000

0.995

8.869

（注）ਤ表4�6に同じ。

ਤද4�� Ռ݁ܭ༂ʹؔ͢ΔϞσϧのਪ׆の（ܥज़ٕ）ࡐ౓ਓߴ
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̐ɽ小ׅ

本ষでは、中小企業が雇用する外国人ै業

ऀについて、技能実習生・ߴ度人材（事務৬）・

度人材（技術৬）の̏つのΧςΰϦーに分けߴ

て、まͣ「人事ࢪ策」、「૊৫෩౔」、「社಺の人

的ަྲྀ」、「外国人ै業ऀ΁のظ待」、「企業業

੷やւ外ઓུ」の5ଆ面からͦれͧれの活༂を

ଅਐする要ૉを୳った。

さらに、̏つのΧςΰϦーの外国人ै業ऀが

活༂できるแׅ的なϞσϧをඳいた。中小企業

では、外国人ै業ऀとしてҰׅΓにして࠾用・

ॲ۰・ҭ੒するのではなく、ͦれͧれのΧςΰ

Ϧーผに応じたऔΓ૊みをした΄うが外国人ै

業ऀの活༂につながることが໌らかになった。

ਤද4�� ม਺ఆٛද

（注）表中の「外国人ै業ऀ」に関わる変数は、技能実習生、ߴ度人材（事務系）、ߴ度人材（技術系）の̏つのΧςΰϦーごと  
        の変数に分かれる。
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ਤද4��0 記ड़౷ྔܭ
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ਤද4��� ม਺の૊Έ߹ΘͤʹΑΔ֤Ϟσϧのൺֱ
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̍ɽզ͕ࠃʹ͓͚Δ֎ࠃਓ࿑ಇの֓گ

厚生労働省が2024年1月26日に発表した

「h 外国人雇用ঢ়گʱのಧग़ঢ়گまとめ（ྩ࿨5

年10月຤࣌఺）」によれば、զが国で働く外国

人労働ऀ数はॳの200ສ人௒͑、外国人を雇用

する事業所数も໿319,000事業所となΓ、ฏ੒

19年のಧग़ٛ務化Ҏ߱、աߴ࠷ڈをߋ新した、

と発表された
6
。外国人労働ऀ数の対લ年૿Ճ

཰は 12.4 ˋとલ年の 5.5 ˋから 6.9 ϙイント上

ঢ、事業所数の対લ年૿Ճ཰も 6.7 ˋとલ年の 

4.8 ˋから 1.9 ϙイント上ঢしている。Ұํ、

外国人雇用の૿Ճとは対র的に、国಺の働き手

は௕年にわたΓ減少を続けている。಺ֳ෎によ

れば、զが国の生産年ྸ人口（15 ʙ は（ࡀ64

1995年の8,716ສ人をϐーΫに減少を続けてお

Γ、2030年 ࠒ に は6,000ສ 人、2050年 ࠒ に

5,000ສ人に、ͦして2070年の生産年ྸ人口は

໿4,500ສ人になると予ଌされている
7
。

๯಄の厚生労働省の発表資ྉによれば、զ

が国で働く外国人労働ऀを国੶ผにみると、ϕ

トφϜが࠷も多く 518,364 人（外国人労働ऀ数

全ମの25.3ˋ）、࣍いで中国 397,918 人（同

19.4ˋ）、ϑΟϦϐン 226,846 人（同11.1ˋ）の

ॱとなっている。ただ、ۙ年のԁ҆のਐ行で൴

らが受けऔる௞ۚは外՟ݐてでみると૬当に目

減Γしている。また、国際通՟ۚجのਪܭ
8
が

ࣔしているように、これらの国ʑでもࡁܦ੒௕

がਐみ所ಘਫ४が上ঢしていることで、これら

の国の人ʑがよΓߴい所ಘを目ࢦして外国で働

こうとするಈػはかつて΄Ͳではなくなってき

ているようである。h 日ܦϏジωεʱ2023年6

月5日号では「૪ୣ アジア人材」というςーϚ

の特集ه事が૊まれておΓ、「東ೆアジアॾ国

から஍理的にۙいΦーεトϥϦアやγンΨϙー

ϧにも人材がྲྀग़。ϦϞートϫーΫが定ணし、

ถ国੎も東ೆアジアの人材に৮手を৳ばす」༷

がใじられている。「アジアの人材から見れࢠ

ば、もはや日本あるいは日系企業で働く積極的

な理由は失われつつある」
9
。

このようなঢ়گを見ると、現在のզが国は、

少なくとも国全ମとしては、働き手となる外国

人にとって「બばれない国」になってしまって

いるのではないか、と͑͟ߟるをಘない。今後

զが国が政策的に外国人をͲのように社会のな

かでҐஔͮけていくのか、については国として

のํੑ޲ができるだけૣく、໌֬にࣔされる΂

ୈ̑ষɹ·ͱΊɹ
ʙ֎ࠃਓʹબ͹Εͳ͍ࠃのɺ֎ࠃਓʹબ͹ΕΔ中小企業ͱ͸ʙ

ܿ　　教授  ງ ܈ඒ林大学Ϧϕϥϧアーπ学ࡩ                                                                             

6 厚生労働省「h 外国人雇用ঢ়گ 」ɦのಧग़ঢ়گまとめ（ྩ࿨5年10月຤࣌఺）」（2024年1月26日ใಓ発表資ྉ）よΓ。https://www.NhMw.Ho.jp/stG/new�
    pBHe@37084.htNM（2024年2月1日࠷ऴ֬認）
7 ಺ֳ෎ʰྸߴ社会നॻ（ྩ࿨5年൛）ɦ よΓ。https://www8.DBo.Ho.jp/koVreJ/whJtepBper/w�2023/htNM/[enCVn/s1@1@1.htNM
8 国際通՟ۚج（*.F）のใࠂॻ�8orME EDonoNJD 0VtMook:AprJM 2020�第4ষでは、ͻとΓあたΓ国ຽ所ಘが2000ドϧを௒͑ると、ͦの国から新ڵ国΁
   働きにग़ようとする人は減Γ、7000ドϧを௒͑るとઌਐ国にग़ようとする人も減る、とਪଌされている。https://www.JNG.orH/en/1VCMJDBtJons/8E0/

*ssVes/2020/04/14/weo�BprJM�2020
9 ʰ日ܦϏジωεʱ2023年6月5日号、8ϖージ。
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ࣔࠦ̍ɿ೔ຊの中小企業ʹఆண͠׆༂͢Δ֎ࠃਓ

第3ষでも言ٴされているように、ैདྷ、զ

が国で働く外国人についてのҰൠ的なイϝージ

として「外国人ै業ऀの定ணは೉しい」「外国

人࠾用のओ目的は労働力ิ׬」「外国人は௕く

られていݶ会がػめないので੒௕や活༂のۈ

る」なͲの（あるछの「ࢥい込み」かもしれな

いような）認識があったが、今回の調査݁Ռか

らは、外国人ै業ऀがҰつの企業で௕ۈؒظ

務し、੒௕と活༂を਱͛ているケーεがҰ定の

割߹で֬認された（ฏ6ۉ年Ҏ上ۈ続している、

と回答した企業が全ମの3割௒）。また、技能

実習生をؚΉ外国人ै業ऀに対するධՁもߴ

く、中小企業でも多༷な૚の外国人ै業ऀが活

༂していることがࣔされた。また、技能実習生

をআくߴ度人材の定ண཰について、回答ऀのओ

的ධՁではあるが、「定ண཰はよい」あるい؍

は「定ண཰はかなΓよい」と回答する企業が૬

対的に多数となる݁Ռが見られた。上ड़したよ

うに、調査݁Ռの理ղにはҰ定のݶքがあるの

だが、サンϓϧ数が1,000を௒͑る調査でのこ

の݁Ռは、ܾして少なくない数の中小企業にお

いて外国人が定ணし活༂していることをྔ的に

ࣔしたものとして注目できよう。

ࣔࠦ̎ɿ֎ࠃਓै業ऀの೔ຊޠೳྗͱͦのҭ੒������

������������ʹ͍ͭͯ

外国人を࠾用する企業ଆの目的については、

外国人を「労働力のྔ的な֬อ」の手ஈとして

だけでなく「専門能力を持った人材の֬อ」の

きであると͑ߟるが、ͦのҰํで、աߴ࠷ڈと

なる数の外国人労働ऀがզが国で働いている

現実にもڵຯਂく注目したいと͑ߟる。いささ

かٯઆ的な表現ではあるが、「外国人にબばれ

ない国にあΓながらも外国人にબばれる企業の

特௃はԿか」について、本調査ใࠂのまとめに

代͑て͑ߟてみたい。

̎ɽ調査݁Ռ͔Βの̑ͭのࣔࠦ

第2ষでهड़されているように、今回実ࢪし

たアンケート調査は、中小企業で働く外国人に

直઀࣭໰してはおらͣ、「外国੶のํ（技能実

習生ؚΉ）を雇用している中小企業にۈ務する

௕Ҏ上のऀ」（おͦらく日本人）で、「所ଐす܎

る෦ॺにて外国人ै業ऀを؅理ࢦ導する役৬

にै事している」人からಘた回答にͮجいてい

る。ͦの఺、調査݁Ռからಡみऔれることには

Ұ定のݶքがあるが、ͦれでも、本調査では、

ҎԼの5つのࣔࠦをಘることができた。　　
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ために雇用している企業も同ఔ度あることがわ

かった。外国人ै業ऀの定ணに大きなนと͑ߟ

られていた日本ޠ能力についても、少なくとも

に関してはͦれ΄Ͳॏ要な໰題ではない࣌用࠾

ことがࣔされたことはڵຯਂい。

用後、会社として外国人ै業ऀに対して日࠾

本ޠ教ҭを実ࢪしていない企業は໿3割。࢒Γ

7割は、Կらかのܗで日本ޠ教ҭを実ࢪしてい

ることが໌らかとなった。また、第4ষでの回

分析݁Ռからは、外国人ै業ऀのछྨを໰ؼ

わͣ、社಺で社員同࢜が教͑߹う文化があΓɼ

日本人ै業ऀが外国人ै業ऀに積極的に࿩し

かけɼۈ務ؒ࣌Ҏ外にもަྲྀすることがɼ外国

人ै業ऀの活༂をଅすことになることがࣔされ

た。「日本ޠ教ҭ」と言͑ばςΩεトや教材を

用いて行われるޠ学の授業のようなものを૝૾

するかもしれないが、日本人ै業員との日ৗ業

務のなかでの日本ޠによる会࿩や業務日ใを日

本ޠでॻくなͲ外国人ै業ऀが日本ޠを࢖うػ

会を積極的にऔΓ入れることもまた、外国人ै

業ऀの日本ޠ能力の޲上につながΓ、ͻいては

൴らの業務上の活༂や੒௕にもつながっていく

ものと͑ߟられる。

ࣔࠦ̏ɿ֎ࠃਓࡐのλΠϓ෼͚Λ௨ͯͨ͑͠ݟ�����

�����������ಛ௃ͱɺਓࡐҭ੒ํ਑のҧ͍

当વのことかもしれないが、現在զが国で働

いている200ສ人Ҏ上の外国人はさま͟まなഎ

をもってདྷ日している。企業が外国人ػやಈܠ

材を࠾用・ҭ੒しઓ力として活༂してもらうよ

うにするには、業務のछྨやεΩϧमಘの೉қ

度に߹わせてҭ੒ํ਑をॊೈに対応させてい

かなければならないし、Ͳのような雇用のܗଶ

をとるかも変͑ていくඞ要があるかもしれな

い。本調査では、第1ষ๯಄でもड़΂られてい

るとおΓ、代表的な雇用ܗଶとして「技能実習

生」「ߴ度人材（事務系）」「ߴ度人材（技術系）」

を当てはめた。ͦの݁Ռ、外国人材のタイϓに

よるさま͟まなҧいや特௃を֬認することがで

きた。

ྫ͑ば、上ड़した企業の外国人࠾用目的につ

いては、業務಺容のमಘがൺֱ的容қな分野

にै事する「技能実習生」では、ଞのタイϓに

ൺ΂て「労働力のྔ的な֬อ」を目的として࠾

用する企業が૬対的に多く、「ߴ度人材（技術

系）」では「専門能力を持った人材の֬อ」に

ॏ఺をஔいて࠾用する༷ࢠが࡯؍できた。また、

度人材（事務系）に関しては、技能実習生やߴ

ޠの日本࣌用࠾度人材（技術系）とൺ΂てߴ

能力΁のظ待は૬対的にߴかった。Ӧ業෦門を

はじめ社಺・社外の日本人とやΓऔΓが多い෦

ॺに഑ଐすることが૝定されることなͲがͦの

理由と͑ߟられる。

第4ষのষ຤では、ͦのଞのさま͟まな特௃

をも౿ま͑、「技能実習生」「ߴ度人材（事務系）」

れͧれのタイϓの外国ͦ「度人材（技術系）ߴ」

人材の活༂度をߴめるための要ૉとしてԿがඞ

要か、をアンケート調査の回ؼ分析݁Ռを౿ま

͑て໌らかにしておΓ、ඇৗにڵຯਂい。

ࣔࠦ̐ɿΠϯΫϧʔγϒͳ৬৔ڥ؀΁

もうͻとつのڵຯਂい݁࡯؍Ռは、૊৫෩౔

面での「ए手ै業員の活༂」「ঁੑै業員の活

༂」「ैྸߴ業員の活༂」が外国人ै業ऀの活
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༂度߹いにϙジςΟϒなӨڹを༩͑ていること

であった。技能実習生・ߴ度人材（事務系）・

度人材（技術系）といった外国人ै業ऀのߴ

छྨに関܎なく、共通して「ए手ै業員の活༂」

「ঁੑै業員の活༂」「ैྸߴ業員の活༂」が

Өڹしていた。つまΓए手やঁੑɼऀྸߴなͲ

を活用できている中小企業では、外国人ै業ऀ

も活༂しやすいのである。

いまや業छや৬छに関܎なく、ঁ 、ߴੑ ྸऀ、

外国人、োがいऀといった多༷なόοΫάϥ΢

ンドを持った人材がͦのଐੑによってഉআされ

ることなく、୭もがߏ੒員のҰ員として分けִ

てられることなく働くことができるような「イ

ンΫϧーγϒ」な৬場ڥ؀のߏஙが求められて

いる。外国人ै業ऀの活༂をࢧԉすることは、

現代的なインΫϧーγϒ૊৫のߏங΁の第Ұา

となるかもしれない。

ࣔࠦ̑ɿ企業ઓུのํੑ޲ͱ֎ࠃਓ׆ࡐ༻の

܎ؔ������������

Ұํで、調査։࢝લの予૝とは異なる݁Ռも

現れたことについてもࢦఠしておきたい。調査

։࢝લには業੷のよい企業΄Ͳ外国人活用に

積極的になれる༨༟がある、また、ւ外事業に

積極的な企業΄Ͳ外国人ै業ऀが活༂してい

るのではないかと૝定していた。しかし、第4

ষにهड़されているように、企業のաڈ・現在

の業੷やւ外ల։のํ਑は、外国人ै業ऀの

活༂度߹いにあまΓ大きなӨڹを༩͑ていなか

った。

これをͲのようにとら͑る΂きかについては

さらなる調査とݕ౼をॏͶる΂きであΖう。し

かし、全ମ的な人口減少と働き手の不足は業छ

やن໛の大小、国際化に積極的であるかͲうか

に関܎なくզが国企業にとっての共通課題であ

Γ、これ΁の対応のҰつとして外国人活用はも

っとҰൠ的なこととしてとら͑られなければな

らない、ということだけは֬かなようにࢥわれ

る。

̏ɽ·ͱΊɿ
�����ʮҟ文Խのड༰ʯ͕ڝ૪ྗ্޲のݤʹ

政෎は2024年2月に、これまでの技能実習

制度に代わる新制度「ҭ੒ब労」のํ਑をܾ

定した。人材のҭ੒と֬อを目的とし、現在は

ଇ認めていないస৬をしやすくするというのݪ

಺容で、制度的にもզが国の外国人労働ऀの

受け入れは大きなస׵఺をܴ͑ることになる。

ʰ日本ࡁܦ新ฉʱは2024年のݩ日から4日ま

で、「外国人労働 共ӫの࡞๏」と題する特集ه

事を掲載した。在留資格による制ݶがあΓ、ҙ

ཉがあってもࢥうように働くことができない外

国人のྫがとΓあ͛られるҰํで、もはや外国

人ै業ऀがඞ要不Մܽの存在となったళฮや

ผ企業のݸ、場なͲの労働現場においての޻

待۰改ળや人材ҭ੒のための౒力、৬場のظ

待に応͑てさらなる活༂を੤う外国人ै業ऀの

。なͲが実ྫとして঺հされていた࢟

日本で働く外国人は、少しでもߴい௞ۚを求

めて働いているわけではない。「҆くてもいい」

というわけではないだΖうが、௞ۚҎ外のさま

͟まなັ力を日本企業と日本の社会に対して持

っている。ྫ͑ば、学ྺや৬務ྺܦに関܎なく

さま͟まなݧܦができる日本企業がഓってきた

現場の人材ҭ੒のあΓํは、外国人にとってັ

力的にөる。ւ外から༗๬な人材を受け入れ、
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ҭて、国಺で॥؀させる౔৕をつくれるか。日

本企業のڝ૪力޲上は「異文化の受容」という

新たな課題に直面している。
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缶詰には歴史と夢が詰っている
1804年ϑϥンεのχίϥ・アϖーϧによって٧؈が஀生して220年目をܴ͑た。

このアϖーϧのݪ٧؈理が発໌されてから67年後の1871年に௕࡚のদాխయがϑϥンε人、ϨΦン・
σϡϦーから٧؈の੡๏を教͑られ、イϫγの༉௮٧؈を࡞ࢼしたのがզが国、࢙٧؈の࢝まΓとされ
ておΓ、今年で153年目となる。
。するというものەࡴの৵入を෧じ、Ճ೤して「ە」に٧めて、外෦からのث理は、৯඼を容ݪ٧の؈
。と言われている「৯඼の฼޻Ճ」٧技術は日本の今日のあらΏる؈
一次産業と共に
（ਫ産޻場）
զが社は、1956年（ত࿨31年）ஜ後઒が༗໌ւに注͗込ΉՏ口でೋຕ֋、੺֋（さる΅う֋）から

εタートし、ཌ年タイϥΪ֋の全੝ظに大Ӝڠړの要੥によΓ、タイϥΪ֋ຯ෇やਫࣽとして「日本で
ॳのϙケοト؈」容ث（東༸੡᠒）を࠾用し、஋ࠒ感で「おつまみ」「おかͣ」؈という஍Ҭの特産඼と
して全国΁ৗԹでྲྀ通し、「ඈͿようにചれ」大ώοト঎඼となった。当࣌はまだྫྷଂݿや௿Թྲྀ通がී
。代でもあった࣌٧はॏๅされた؈しておらͣ、֤஍でٴ
　これらਫ産඼でಘたݪ資が1959年（ত࿨34年）現在の「みかん٧؈」޻場ݐઃのػܖとなった。ۙ
年は༗໌ւのೋຕ֋「あ͛まき・タイϥΪ」はյ໓的で࠷後のࡆの੺֋（さる΅う֋）も2020年を࠷後
に3年連続で֫ړがθϩとなってしまった。༗໌ւの࠶生をئいஓ֋の์ྲྀや産ཛظにஓ֋生存をߴめ
るため࠾බثがઃஔされているものの、今年もظ待できない。今、զʑがやる΂きことは、ւ外産ݪྉ
でط存の୨をकることしかできていない。༗໌産、෮活までʂ（ࢣړやണきՃ޻業ऀのئいに応͑る）

（೶産޻場）
೶産޻場は、എৼࢁ系とఱࢁࢁ系のؒࢁ஍࿢の๛෋な෬ྲྀਫと、みかんԂ஍が఺在しているݪྉཱ஍

な場所にҐஔする。1959年（ত࿨34年）よΓ、今年で65年目。ݝ಺೶ٴڠͼۙ߫೶Ոのڠ力もあΓ、
੨Ռ（ن格外）඼を٧؈やՌཻҿྉ用として、ࢢ場のՁ஋を௥求してར用཰を上͛今日にࢸっている。
国಺みかんは、全੝1975ظ年（ত࿨50年）の生産ྔは366ສ5ઍトン。2023年には、68ສ2ઍトンと
1/5ҎԼになΓ、みかん޻٧؈場は1963年（ত࿨38年）307社が、2023年には9社と1/30にまで減少し、
業ք全ମでは存๢のػةとなっている。
このままでは日本からみかん缶詰が消える

国಺೶業のऑମ化がࢭまらない。༗事や不ଌ࣌にݶらͣީؾ変ಈにҼる日本の৯ྉࣗڅ཰とҰ࣍産業
のՌथ೶業（労働不足）をؚめ、஍Ҭのࢧԉܕ೶業がඞ要と受けࢭめている。غ์࡞ߞ஍のσϝϦοト
が発生している事がةዧされるが、Թஆ化による࠿ഓ不ద஍も༕ྀされる。しかし、զʑの۝भ๺෦の
؁Ն、ˋ٧生産ྔγΣア21؈࿢にҐஔする産஍はՄ能ੑをまだൿめている。զが社の日本国಺みかんࢁ
みかん٧؈生産ྔγΣア40ˋとトοϓγΣアをҡ持している。

೔ຊͰൃ໌͞ΕͨʮΈ͔Μ٧؈ʯ
ണൽ੡๏Λ࢈業文ԽҨ࢈΁

上 野　 Յ ඙

（ 　　　  　　　  ）日 ڵ ৯ ඼ 株 式 会 社
代 表 औ క 役 社 ௕

【佐賀県佐賀市】
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みかん缶詰発祥地日本から世界へ！
3年後の2027年にみかん٧؈のണൽ੡๏技術が஀生して100年をܴ͑ようとしている。޿ౡで発໌さ

れɽイΪϦε΁の༌ग़に࢝まΓ、εϖイン、トϧί、中国΁と技術が఻ঝされ、日本で生まれた「みか
ん٧؈技術」はੈքでܧঝされている。
・εϖイン産みかん޻٧؈場の現ঢ়
日本同༷1990年ॳ಄よΓ中国産みかん٧؈の生産が本格的になΓੈք֤国΁༌ग़が։࢝されたεϖイン
産みかん؈࿩は、2015年までにຆͲが中国඼に੮ݔされ現在は2社/22社（1986 ʙ 2015年）となってし
まった。日本のみかん޻٧؈場も9社/307社とࣅたようなڥ؀にあΓ、2018年12月10日ʙ 15日までε
ϖイン	όϨンγア、Ϝϧγア
を࡯ࢹ๚໰した。
・εϖイン産みかん޻٧؈場が࢒れたのは、Կނか
7*%E$A社、A(R*$0/4A社はόϨンγアभ政෎が30�ग़資で関༩、日本で։発されたػցઃඋを࢖用
していた。さらに、みかん೶業ै事ऀにとって後͗ܧをしたいとࢥうڥ؀が੔っている。ॿ੒ۚがग़て
っているҝ、า留Γもྑく、ऩ֭現場は「Ϟϩοί、東Ԥ」౳の外国人で࿫ってお࡞ྉを専用でݪ٧؈
Γࢉ࠾に見߹うとの事であった。εϖイン「さつま」みかんは、޻場า留は5号ࢉ׵48/؈で22kH/1ശ
当たΓ、日本の30年લと変わらない。日本は極୺に಺ൽのബい生৯޲けみかん΁඼छ改ྑされ39.1 ʙ
40kH/1ശ当たΓで、޻場によっては、2ഒとなっている。
環境に配慮した商品

みかん٧؈は、外ൽはϐーϥーでണき、಺ൽは（ࢎ・アϧΧϦ）でണき、ͦのまま৯΂ることができる。
ఔ中みかんՌ೑は૯Ԇ௕޻定されҡ持できる。ॲ理ݻૉをःஅしӫཆՁをଛなわない。৭もࢎ٧は؈
2,140Nの΢Υーターίンϕアでྲྀれる。みかんや؁Նの年ؒॲ理ྔ4,500 ʙ 5,000tの外ൽをࢉग़すると
1,000tҎ上の産業ഇغ෺が発生していたが、Ұ෦は௠ൽとしてํ׽ༀ΁、ͦのଞはΤίϑΟードでࣂྉ
΁څڙしഇغ෺を減少させた。
夢を語り形へ

政෎は、文化ࡒอޢ๏の改正ҊとしてܧঝがةͿまれる஍ҬのࡇΓやڷ౔ྉ理のແܗ文化Ҩ産（Ϣ
ωεί）ొ࿥を目ࢦすࢫ、言ٴした。日本ञやমய଄Γも対৅となるՄ能ੑがあるのであれば、100年
をܴ͑るྺ࢙ある「みかん٧؈」もҒ大なޭ੷としてධՁされる΂きである。ੈքの人ʑに༩͑たӨڹ
は大きくӫཆՁや؁ຯ・ࢎຯ・৭࠼をৗԹで提ڙし、৯୎にも৯ཉをͦͦる「࠼Γ」はՖをఴ͑、ত࿨
40年ࠒから֤஍の学څߍ৯でもօをসإにしました。
٧ണൽ੡๏を産業文化؈٧業քにも、ੈք中でྨྫをみない日本で発໌された「զが国ಠ特のみかん؈
Ҩ産΁」を߹言༿に、एい社員が̠̏（շద・៉ྷ・Χοίイ）�ތれる࢓事にҠ行しܧ続していかな
ければならないとࢥう࣍第です。
今後の課題

एいੈ代（20代・30代）には、社会的なՁ஋؍を共感するएऀが૿͑ている。「ເをޠΓ」社員にも
৺にڹくՁ஋؍を発৴し続けていないと、これらの文化、ྺ 技術をकっていくことができない。զʑ、࢙
がڙࢠのࠒは「৯΂ること΁の感ँ」を་された。生産ऀのํ΁の感ँと৯ҭを受け、कって行かなけ
ればならない大੾な事を学んだ。
ΤγΧϧ的な発૝で「持続Մ能な೶業」と、「みかん੡଄技術の఻ঝ」「産業文化Ҩ産」をεϩーΨンに、
कΖう生産ऀ・఻͑よう఻౷技術・ͦ࢒う日本の৯文化を「少しߴいが」օで͑ࢧ߹う（૬ޓැॿ）ϓ
ϩϞーγϣン活ಈを発৴してࢀΓます。
最後に

日本のҿదਫで੡଄された「国産みかん٧؈」がফ͑ない༷にҰ࣍産業をकΓ、共存共ӫできるೋ࣍
産業（9社）をकって行かないと、஍ํや೶業ݍを࢒すことが೉しくなってしまう。๲大なഉਫઃඋやみ
かん੡଄ϥインは、අ用ෛ୲もϝンςφンεや技術も؆୯ではない（新ࢀن入はօແである）。զʑは
2020年に日本でॳめて「みかん・؁Ն」൩ྨ׷をؚΉF44$�22000に௅ઓしऔಘした。日本の೶産෺拡
大をਤるには、Ճ޻事業ऀが持っているγーζ「seeEs」、ϊ΢ϋ΢や技術力にૉ材、企ը、։発力を発
がඋわっていなければ存続することは೉しい。200छྨもの「೶ਫ産෺」のલॲ理から੡ڥできる؀ش
඼化までҰ؏して行う「೤૑଄企業」として、これからも஍Ҭや社会のҝに役ཱつ企業であΓ続けたい。
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我が国の中小企業は、日本経済の活力の源泉として期待されているものの、人材不足や資
金調達の難しさ、国際競争の激化など様々な課題を抱えている。こうした状況の中、企業の競
争力強化や生産性向上に向けた戦略の一つとして、IT経営

1

（デジタル化やDX化を含む概念）
の推進が求められている。
　中小企業の IT経営の現状については、2023 年版の中小企業白書の中で 4つの段階

2

から評
価されている。2022年時点の結果によると、デジタル化に取り組んでいる状態とされる段階3、
段階 4の企業の合計割合が、2019 年時点の17.3％から2022 年時点の 33.8％に増加しており、
デジタル化の進展が確認された。しかし、依然として66.2％の中小企業がデジタル化・DX化
が全くの未着手ないし一部業務のデジタル化に留まっており、IT経営への取り組みは十分と
はいえず、一層の推進が必要である。
　このような中、IT経営推進に向けた課題として、資金面の制約やデジタルスキルを持つ人
材（デジタル人材）の不足などが主な障壁とされてきた。しかし、実際の現場では、IT導入
補助金や専門家派遣などの利用により、多くの中小企業がこれらの課題を克服し競争力強化に
繋げている。加えて、中小企業白書によると、経営者の積極的な関与やビジョン・目標の設定
が推進に影響を与えると述べられている。このことから筆者は、既述の課題を抱えている企業
においてもIT経営の推進は可能であり、その成功の鍵は経営者の意識と行動にあると考える。
特に、経営者の影響力が働きやすい環境下の組織では最も重要な視点であり、経営者が何故
そのような状態に至ったのかを解明することが、IT経営を加速させる契機になるといえる。そ
こで、これまで筆者が実施した中小企業経営者へのインタビュー調査・分析の研究結果を踏ま
え、経営者が IT導入に至ったきっかけや IT導入意識を高める方法について述べる。
　本研究において、まず、経営者の IT経営に対する意識には大きな隔たりがあることが示さ
れた。IT経営を推進している経営者は、単に外部環境の変化に応じるだけでなく、積極的に
情報を収集し「小さなことでもやってみる」との意識を持ちつつ常に新しい挑戦を行っていた。
対照的に、未推進の経営者の多くが、「必要性が分からない」や「導入は考えていない」など
ITの必要性が理解できておらず、消極的な状態にあった。そのため、未推進の経営者の導入
意識に影響を与える何らかの施策を提案することが、IT経営の推進力を向上させる重要な手
段になるといえる。

中小企業におけるIT経営推進に
向けた提案：経営者意識の視点から

㛲 ా ݈ ଠ

（ 　　　  　　　  ）ۙ ـ 大 学
産 業 理 ޻ 学 ෦ । 教 授
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　次に、IT経営に取り組む経営者への調査・分析から、経営者自身に十分な IT活用の経験
があるか否かによって、IT導入を意識するきっかけが異なるということが明らかとなった。具
体的な例として、ITの活用経験が乏しい経営者は、自社を取り巻く環境変化への危機感や IT
社会への対応の必要性を感じ、その対策として IT導入に踏み切っていた。それに対し、IT活
用の経験がある経営者は、「自社を効率化したい」や「仕事を見える化したい」という自身の「や
りたい」が前提にあり、それが IT導入の意思決定に影響を与えていた。つまり、IT導入意識
の起点が、「価値理解」ないし「危機意識」のどちらかに大きく偏るということである。
　この఺にͮجき、ܦӦऀの *T Ӧに対するҙ識をৢ੒するํ๏を提Ҋする。まͣ、*Tܦ 活
用ݧܦが๡しいܦӦऀに対しては、*T の༗ӹੑを認識させることがඞ要である。ͦの理由は、
*T ະਪਐの中小企業にとって *T 導入はະདྷ΁の౤資であΓ、現業を行う上でඞਢではないと
の認識が持たれている。ͦのため、ܦӦऀࣗ਎がࣗ社にとって *T 導入が༗ӹであるとの認識
を持たなければ໰題ղܾのબ୒ࢶに *T 技術が૝ىされないことになる。ͦこで༗ӹさを認識
させるために、社会変化΁のػة感のৢ੒と *T のՁ஋理ղがඞ要である。ྫ͑ば、*T ະਪ
ਐのܦӦऀは「*T のことなͲ͑ߟるؒ࣌がない」というようにઌのະདྷまで૝定ができていな
いঢ়گにあることがਪଌされる。しかし、ࠁʑと *T 化の೾はԡしدせておΓ、今後の会社ܦ
ӦにڧくӨڹを༩͑ることは໌നである。ͦのため、͑׶てܦӦऀのػة感をܹࢗする働きか
けが求められる。また、ܦӦऀ΁のインタϏϡーから「ศརだってわかったら࢖うんですよͶ」
や「ମݧですͶ、ແྉでできるମݧ」なͲܦӦऀが *T のศརさにͮؾくػ会を提ڙすること
もඞ要である。
　ଞํ、*T 活用ݧܦのあるܦӦऀは、すでに *T の༗ӹੑを認識しているՄ能ੑがߴいこと
から、ࣗ社΁の *T 導入の۩ମ的なイϝージやئ๬を૝ىさせることがॏ要である。これをଅ
ਐさせるためには、਎ۙな導入事ྫや༷ʑな *T γεςϜとの઀৮ػ会を૿やすことがޮՌ的
である。実際に、*T 導入ิॿۚなͲのࢧԉがあるものの、「ิॿۚをͲのように͑࢖ばྑいの
か分からない」といった੠もあった。さらに、*T 導入ࢧԉ会社΁のฉきऔΓから「やはΓԿか
しらのܗ、۩ମ的なܗがないとμϝだとࢥう」とのҙ見もあΓ、このような۩ମ的なイϝージ
を提ڙすることがܦӦऀ΁のͮؾきや *T 導入ҙ識の޲上にܨがると͑ߟられる。
　Ҏ上の಺容から、中小企業が持続Մ能な *T ड़した資ۚ面の制໿やط、Ӧを実現するにはܦ
σジタϧ人材の不足といった表面的な課題にଊわれるのではなく、ͦの本࣭となるܦӦऀのҙ
識改ֵが極めてॏ要である。これをୡ੒するためには、ܦӦऀࣗらのҙ識変ֵにظ待するだけ
でなく、*T の活用ݧܦのਂઙを౿ま͑、ঢ়گに応じた外෦からのઓུ的なհ入が求められる。

㿈中小企業ி（2023）h 中小企業നॻ　小ن໛企業നॻ 2023 年൛ʱ日ܦ印刷ɽ
㿈㛲ా݈ଠ（2024）「中小企業の *T 定ϓϩセεに関する研究ܾࢥけたҙ޲Ӧਪਐにܦ
　　ʵܦӦऀ΁のインタϏϡー調査の分析ʵ」h Ϗジωε実務論集ʱ/o.42ɼ日本Ϗジωε実務学会ɼpp.1�12ɽ

【ݙ文ߟࢀ】

1　*T Ӧ改ֵと、*Tܦの変化に߹わせたڥӦ؀ܦ」、Ӧとはܦ サーϏεのར活用によΓ、企業の݈全で、持続的な੒௕を導くܦӦ手๏」をࢦす。
2　औ૊ஈ階とは、ᶃࢴや口಄による業務が中৺で、σジタϧ化がਤられていないঢ়ଶ（ஈ階̍）ᶄアφϩάなঢ়گからσジタϧπーϧをར 
    用した業務ڥ؀にҠ行しているঢ়ଶ（ஈ階̎）ᶅσジタϧ化による業務ޮ཰化やσータ分析にऔΓ૊んでいるঢ়ଶ（ஈ階̏）ᶆσジタϧ 
    化によるϏジωεϞσϧの変ֵやڝ૪力ڧ化にऔΓ૊んでいるঢ়ଶ（ஈ階̐）をࢦす。
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日本の人口減少は2008年をϐーΫに؇やかに減少してきた。2019年まではຖ年10ສ人から20ສ人ఔ
度の減少であったが、2020年に໿40ສ人、2021年は໿64ສ人の減少となった。2022年は55ສ人、2023
年Ҏ߱の予ଌ஋では2025年まではຖ年50ສ人୆の減少、2026年からはຖ年60ສ人୆ఔ度の減少となる。
図表は年度ຖの日本の人口ਪҠ（10月1日現在）と、Ո࠷ܭऴফඅࢧग़ֹ（名目）を人口で割ったۚ

ֹのਪҠを表したものである。これをみると、ϦーϚンγϣοΫ・東日本大਒ࡂ・ίϩφՒのӨڹでҰ࣌
的に減少するظ࣌はあったが、؇やかにӈݞ上がΓでਪҠしている。

ྫ͑ば、2022年のՈܭফඅの৳ͼ཰は6.1�、Ұ人当たΓのফඅֹの৳ͼ཰は6.57�、ͦして人口減少
཰は˛0.44�である。つまΓՈܭফඅは人口減少をҰ人当たΓのফඅֹの૿Ճでิっている。഑ऀۮにઌ
ཱたれた୯਎のऀྸߴや݁ࠗをしないಠ਎ऀの૿Ճ、こͲもを持たない෉්やҰ人਌ੈଳの૿ՃなͲの
社会ߏ଄変化によΓ、ҰੈଳあたΓの人員が減少している。ͦのӨڹでن໛のࡁܦが働かなくなΓ、Ұ
人当たΓのফඅֹが૿ՃしているのであΓ、ফඅͦのものはڧくない。

2021年から2022年の人口減は໿55ສ人。2021年のҰ人当たΓফඅֹが໿230ສԁなので、ফඅの減
少ֹはおよͦ1ஹ2,832ສԁ。2022年度の(%1（566ஹԁ）の0.23�が୯७に人口減少のӨڹを受けたܭ
。ফඅをҡ持することはできるのだΖうかܭにおいて、Ոڥになる。このような؀ࢉ

ਓݮޱগͱҰਓ౰ͨΓফඅֹʹ͍ͭͯ

 ̍日本のকདྷਪܭ人口（ྩ࿨̑年ਪܭ）Ծ定஋表　ʕྩ࿨3（2021）ʙ 52（2070）年ʕ　1174　国ཱ社会อো・人口໰題研究所)1　https://
www.Jpss.Ho.jp/pp�[enkokV/j/[enkokV2023/pp2023@Report3.pEG

ফඅのಈきは、ҎԼの式で表すことができる。
  （ফඅֹ$）ʹᶃ（ฏۉফඅੑ޲$/:）ʷᶄ（Ұ人当たΓ所ಘ:/1）ʷᶅ（人口1）
上のᶃは（分฼の減少によΓ）ࢉܭ、化による年ۚ生活ੈଳの૿Ճは、ᶄの௿Լにつながる。しかしྸߴ

上ঢするが、所ಘ減少は̘をԡし上͛ることにはならないため、ᶃの上ঢにはݶքがある。現在、官ຽҰମと
なって௞上͛にಈいている。௞上͛によってҰ人当たΓの所ಘを૿Ճさせ、所ಘが૿Ճすることでফඅ行ಈを
活発化させる、つまΓᶃとᶄを上ঢさせることで、ফඅをܹࢗしؾܠを޷సさせようとしているのである。

今後Ճ଎度的に人口減少がਐΉことが予૝されておΓ、ᶅ΁の少ࢠ化対策はଈޮੑがແいことを͑ߟ
れば、ᶄの所ಘの૿Ճに൐うফඅ拡大と同࣌に、ᶃのফඅੑ޲の上ঢにつながるような現役ੈ代の௞ۚ
上ঢのܧ続がඞ要で、企業にはҰ૚の生産ੑ޲上がඞ要とされている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（঎޻૯߹研究所ओ೚研究員　中୩京ࢠ）

（ग़所）಺ֳ෎　国ຽࢉܭࡁܦ　名目年度実ֹ　Ո࠷ܭऴফඅࢧग़（2022年度）、
　　　 ౷ہܭ　人口ਪܭ（2022年度）をߟࢀにචऀ࡞੒、2030年人口はग़生中Ґࢮ๢中Ґのਪܭ஋

1
。　

（ਤද）ਓݮޱগͱҰਓ౰ͨΓのՈܭফඅਪҠ
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▼ 今月号では2022年度からはじめた中小
企業産学官連携センターとの共同研究「中
小企業の外国人活用」についての続編を
掲載します。

▼ 外国人雇用に関しては1993年に導入さ
れた「外国人技能実習制度」、2019年から
認められた「特定技能制度」、さらに今年
は、これら両制度の見直しが予定されていま
すが、これまでも政策的な変遷の中で議論
されてきました。

▼ 厚生労働省の審議委員を務め、技能実
習制度に詳しい上林名誉教授は「中小企
業の人手不足は、現場労働だけでなく、専
門的技術的分野にも拡大している」と言い
ます。日本の労働力人口の減少が今後も見
込まれる中で、改正が見込まれている技能
実習や特定技能だけでなく、「技術・人文知

識・国際業務」の在留資格を持つ外国人
を、いかに雇用し活用するかが注目されま
す。

▼ 共同研究では、外国人を実際に雇用する
中小企業にアンケート調査を行い、1,236件
の回答から、雇用サイドからみた外国人に
求める役割や企業の対応について分析し
ています。これまで依存してきたアジアの人
材から見れば、もはや日本あるいは日系企業
で働く積極的な理由は失われつつあるように
も感じます。提言にあるように「異文化の受
容」といった新たな課題に直面しているのか
もしれません。

▼また今年度の表彰事業の募集要項を公
表しました。多数のご応募をお待ちしていま
す。
　　　　　　　　　　　　　　（Ｊ小林）
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ポストコロナ時代、中小企業の伴走者として
静岡県信用保証協会会長　吉林章仁

小規模を「強み」に変える中小小売業のマーケティング
静岡県立大学経営情報学部教授　岩崎邦彦

地域ブランド化の推進による中小企業組合の活性化	
一般財団法人商工総合研究所主任研究員　川島宜孝

波佐見町に学ぶ、「これから」の創りかた	
九州教具株式会社代表取締役副社長　船橋佐知子

日立地域にみる中小産業材製造業の自立化と国際化	
常磐大学総合政策学部教授　菅田浩一郎

実質賃金上昇の経済的条件	
商工総合研究所調査研究室長　江口政宏

巻 頭 言

論 文

調査研究論文

中小企業の目

論 壇

STREAM





商工総研




